
 

 

防災訓練実施結果報告書 
 

敦安防発第２号

２０２４年５月３１日

   原子力規制委員会  殿 

    

                                             報告者 

                                               住所 東京都台東区上野五丁目 2番 1号 

                                               氏名 日本原子力発電株式会社 
                                                   取締役社長 村松 衛 
                                           

  防災訓練の実施の結果について、原子力災害対策特別措置法第 13 条の 2 第 1 項の規定

に基づき報告します。 

原子力事業所の名称

及び場所 
敦賀発電所 

福井県敦賀市明神町１番地 

防災訓練実施年月日 ２０２３年１２月 ８日， 

２０２３年１２月１１日 

２０２３年 ４月 １日～ 

２０２４年 ３月３１日 

 
防災訓練のために想

定した原子力災害の

概要 
 

<敦賀発電所１号機：廃止措置中> 

 地震の影響を受け，使用済燃料貯蔵槽

冷却系の配管が破損し，使用済燃料貯蔵

槽水位が低下する原子力災害を想定 

 

<敦賀発電所２号機：運転中（モード１）> 

地震の影響を受け，原子炉冷却材漏え

い事象及び全交流動力電源喪失等の発生

により，全ての原子炉の冷却機能が喪失

し原子力災害対策特別措置法第１５条事

象に至る原子力災害を想定 

別紙２のとおり 

防災訓練の項目 総合訓練 要素訓練 

 
防災訓練の内容 
 

（１）本部運営訓練 
（２）通報連絡訓練 
（３）緊急時環境モニタリング訓練 
（４）発電所退避者誘導訓練 
（５）原子力災害医療訓練 
（６）全交流電源喪失対応訓練 
（７）シビアアクシデント対策訓練 
（８）原子力緊急事態支援組織対応訓練 
（９）その他必要と認められる訓練 

【発電所】 
（１）本部運営訓練 
（２）緊急時環境モニタリング訓練 
（３）原子力災害医療訓練 
（４）全交流電源喪失対応訓練 
 
【本店】 
（５）その他必要と認められる訓練 

防災訓練の結果の概要 別紙１のとおり 別紙２のとおり 

今後の原子力災害対

策に向けた改善点 
別紙１のとおり 別紙２のとおり 

備考 この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 



 

別紙１ 

防災訓練の結果の概要（総合訓練） 

 

本訓練は，「敦賀発電所原子力事業者防災業務計画 第２章 第７節」に基づき実施するものである。 

 

１．訓練の確認項目 

（１）訓練目的 

本訓練は，敦賀発電所原子力事業者防災業務計画に基づき，原子力災害発生時において，発電所本

部，本店本部及び原子力事業所災害対策支援拠点等の各拠点が各々の役割を認識し連携することで，原

子力防災組織が有効に機能することの確認を目的とする。 

また，２０２２年度の訓練結果を踏まえた課題に対する改善事項の有効性を確認する。 

 

（２）訓練目標及び主な検証項目 

①事象が長期化した場合における要員交代を想定し，交代前後の要員が各役割を遂行して事態対処に向

けた意思決定及び基本的な事故対応ができること。 

  ＜主な検証項目＞ 

   ａ.発電所本部要員（交代後）は，活動開始前にブリーフィングを行い，これまでの事故・プラント状

況，現在の活動状況及び今後の対応方針を把握できる。 

   ｂ.発電所本部要員（交代後）は，可搬型代替注水大型ポンプによる格納容器（以下，「ＣＶとい

う。」）内自然対流冷却が停止した場合の進展予測，事故収束対応戦略の立案・決定ができる。 

［訓練２日目：本部運営訓練（発電所）］ 

②住民防護に係る実動対応ができること。 

＜主な検証項目＞ 

   ａ.自治体から住民避難行動に係る支援要請を受けたことを想定し，原子力事業所災害対策支援拠点の

支援要員は，要配慮者の体調に配慮した福祉車両での搬送ができる。 

［訓練１日目：原子力事業所災害対策支援拠点運営訓練］ 

③関係機関と連携した発電所の支援活動ができること。 

  ＜主な検証項目＞ 

   ａ.原子力防災センター事業者ブース要員は，陸路による発電所へのアクセスが不可能な状況下におい

て，実動機関（敦賀海保）への輸送支援を依頼する際，現場状況，線量状況，プラント進展予測等

の情報提供ができる。 

［訓練１日目：原子力防災センター訓練］ 

④改善事項に対する改善策が有効に機能していること。 

＜主な検証項目＞ 

   ａ.本店庶務班は，本店警戒本部設置後，本店総合災害対策本部設置後において，新たに整備した「庶

務班対応リスト（外部連絡先）」に基づき，外部への情報発信対応ができる。 

［訓練１日目：本部運営訓練（本店）］ 

   ｂ.本店プレスセンターは，本店本部で収集している発電所情報（時系列）について，新たに設置した

Ｗｅｂ会議システムを活用して，発電所の最新情報を把握できる。 

［訓練１日目：広報対応訓練］ 

   ｃ.発電所本部及び水源確保指揮者は，手順（案）に基づき，プラント状況変化の都度，情報連携がで

きる。 

［訓練１日目：全交流電源喪失対応訓練］ 
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２．実施日時及び対象施設 

（１）実施日時 

   訓練１日目：２０２３年１２月 ８日（金）１３：３０～１６：３４ 

訓練２日目：２０２３年１２月１１日（月）１３：３０～１５：１７ 

 

（２）対象施設 

   敦賀発電所１号機，２号機 

 

３．実施体制，評価体制及び訓練参加人数 

（１）実施体制 

①訓練１日目（１２月８日）実施体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②訓練２日目（１２月１１日）実施体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1 統合原子力防災ネットワーク接続 

※2 原子力事業者防災業務計画に定める通報 

※3 原子力事業者間協力協定に基づく協力要請 

※4 原子力防災センターへ派遣，情報共有 

 

 

敦賀発電所 

災害対策本部 

社 外 

関係機関 
（一部実施） 

通報連絡 

（一部実施） 原子力規制庁ＥＲＣ 

（緊急時対応センター） 

※2 

本店総合災害対策本部 

（原子力施設事態即応センター） 

通報連絡（一部実施）※2 

 
美浜原子力緊急事態 

支援センター 

他の原子力事業者等 

派遣 

支援要請 

協力要請※3

原子力事業所 

災害対策支援拠点 

三菱若狭原子力安全統括センター 

関係会社 

技術支援 

情報連絡 

支援要請 

資機材支援 

情報連絡 
支援 

要請 

技術 

支援 

原子力防災センター 

通報連絡（一部実施）※2，※4 

※1 

情報共有 

※4 

 

 

敦賀発電所 

災害対策本部 

原子力規制庁ＥＲＣ 

（模擬） 

※2（模擬） 

本店総合災害対策本部 

（原子力施設事態即応センター） 

原子力事業所 

災害対策支援拠点 

技術支援 

情報連絡 

支援要請 

資機材支援 

情報連絡 

※1（模擬） 

情報共有 
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（２）評価体制 

訓練参加者以外から評価者（発電所社員，本店社員及び他電力社員）を選任し，発電所本部及び本店

本部の活動における手順の検証や対応の実効性などについて評価し，改善点の抽出を行う。また，訓練

終了後には，訓練参加者，訓練コントローラ及び評価者にて振り返りを実施し，訓練全体を通した意見

交換及び気付き事項を集約し，課題の抽出を行う。 

 

（３）訓練参加人数：（訓練１日目）２７５名，（訓練２日目）２２８名 

訓練参加者の内訳は以下のとおり。 

 訓練１日目 訓練２日目 

敦賀発電所 
１３３名 

（評価者８名，コントローラ１３名を含む） 

１１７名 

（評価者６名，コントローラ７名を含む） 

立地・地域共生部
３２名 

（評価者２名，コントローラ２名を含む） 

３０名 

（評価者２名，コントローラ２名を含む） 

即応センター 

（本 店） 

９５名 

（評価者８名，コントローラ３名を含む） 

８１名 

（評価者６名，コントローラ１名を含む） 

関係会社 

協力会社 

１５名 

 

発電所退避者誘導訓練参加者等１２名， 

ＥＲＣへの派遣リエゾンの通信補助１名， 

覚書に基づく技術支援２名 
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４．防災訓練のために想定した原子力災害の概要 

  今回の訓練は，平日の通常勤務時間帯に自然災害（地震）を起因事象とする原子力災害の発生を想定し

た。また，事象が長期化した場合における要員交代を想定し，２日間にかけて事象が継続する訓練として

実施した。このため，訓練時間について，訓練１日目（１２月８日）は当日の実時間で進行し，訓練２日

目（１２月１１日）は，事故発生の翌日である１２月９日として訓練を進行した。 

 

（１）プラント運転状況 

敦賀発電所１号機：廃止措置中 

敦賀発電所２号機：定格熱出力一定運転中（モード１） 

 

（２）訓練想定 

敦賀発電所１号機（以下，「１号機」という。）においては，地震（敦賀市震度６弱）の影響を受け，

使用済燃料貯蔵槽冷却系の配管が破損し，使用済燃料貯蔵槽水位が低下する事象を想定した。 

敦賀発電所２号機（以下，「２号機」という。）においては，地震（敦賀市震度６弱）の影響を受け，

原子炉冷却材漏えい事象及び全交流電源喪失等の発生により，全ての原子炉の冷却機能が喪失し，原子

力災害対策特別措置法（以下，「原災法」という。）第１５条に該当する原子力災害が発生する事象を想

定した。 

 

（３）事象概要 

 ＜訓練１日目＞ 

時 刻 
事   象 

【１号機】 【２号機】 

発災前 廃止措置中 定格熱出力一定運転中 

13:30 地震発生（敦賀市震度６弱，津波なし） 

13:30 

・外部電源（７７ｋＶ）喪失 

 
・原子炉自動トリップ，タービントリップ，発電機トリップ

・５００ｋＶ，７７ｋＶ送電線断線（２７５ｋＶ送電線は健

全） 

・Ａ，Ｂ非常用ディーゼル発電機自動起動（待機運転） 

・空冷式非常用発電機起動不可（中央制御室からの遠隔起動

不可） 

＜マルファンクション＞ 

・Ａ，Ｂ電動補助給水ポンプ自動起動（健全性不信頼） 

・タービン動補助給水ポンプ自動起動（出口圧力計スティッ

ク：中央制御室） 

【警戒事態該当事象の発生①】※1 

AL24：蒸気発生器給水機能喪失のおそれ 

（AL24 判断 13：44 第 1報 FAX 13:52）

13:35 
 ・「使用済燃料ピット注意」警報発報⇒水位低下継続 

 

13:50 
 ・空冷式非常用発電機全台起動不可 
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時 刻 
事   象 

【１号機】 【２号機】 

14:00 地震発生（敦賀市震度６強 津波なし） 

14:00 

 ・２７５ｋＶ送電線断線（全外部電源喪失） 

・Ｂ非常用ディーゼル発電機自動併入 

・Ａ非常用ディーゼル発電機トリップ 

・「ディーゼル消火ポンプ故障」警報発報 

【警戒事態該当事象発生後の経過連絡①】※3 

（第 2 報 FAX 13:58）

14:05 

 ・Ｂ非常用ディーゼル発電機トリップ（全交流電源喪失） 

【警戒事態該当事象の発生②】※1 

AL25：非常用交流高圧母線喪失又は喪失のおそれ 

（AL25 判断 14：06 第 3報 FAX 14:14）

14:10 

 ＜マルファンクション＞ 

・発電所へのアクセス道路（美浜側及び西浦側）が土砂崩れ

で通行不可（防災要員以外の社員及び協力会社社員が避難

できない状況） 

14:20 

 ・水源確保要員現地到着，注水準備開始 

＜マルファンクション＞ 

・手順書で定められたホース敷設ルートが使用不可（純水タ

ンク～給水処理建屋間のアクセスルート上に足場倒壊） 

・水源確保要員の主要連絡手段（ＰＨＳ）の通信不良 

14:30 

 ・小ＬＯＣＡ発生 

（Ｂループ高温側配管漏えい：約０．２ｍ３／ｈ） 

【警戒事態該当事象発生後の経過連絡②】※3 

（第 4 報 FAX 14:21）

14:35 

 【特定事象の発生①】※2 

SE25：非常用交流高圧母線の 30 分間以上喪失 

（SE25 判断 14：35 第 5報 FAX 14:42）

14:40 

 ＜マルファンクション＞ 

・水源確保要員１名負傷（ホース敷設中の水源確保要員が転

倒により負傷（意識あり，自力歩行不可）） 

14:45 

 ・ＳＦＰ水位ＳＦＰポンプ取水口下端（ＥＬ＋５．４９ｍ）

に到達，水位低下継続 

【警戒事態該当事象の発生③】※1 

AL30：使用済燃料貯蔵槽の冷却機能喪失のおそれ 

（AL30 判断 14：45 第 6報 FAX 14:52）

15:04 
 【原災法第 25 条報告①】※3（第 7 報 FAX 15:04） 

 

15:05 

 【特定事象の発生②】※2 

GE25：非常用交流高圧母線の 1 時間以上喪失 

（GE25 判断 15：05 第 8報 FAX 15:12）

15：29 
 【原災法第 25 条報告②】※3（第 9 報 FAX 15:29） 

 

15:30 地震発生（敦賀市震度 6 弱 津波なし） 
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時 刻 
事   象 

【１号機】 【２号機】 

15:30 

・ＳＦＰ配管破損によるプー

ル水位低下開始 

・大ＬＯＣＡ発生（Ｂループ高温側配管漏えい拡大） 

・タービン動補助給水ポンプトリップ 

【特定事象の発生③】※2 

GE21：原子炉冷却材の漏えい時における非常用炉心冷却装

置による注水不能 

SE21：原子炉冷却材の漏えい時における非常用炉心冷却装

置による一部注水不能 

（GE21，SE21 判断 15：33 第 11 報 FAX 15:42）

【警戒事態該当事象の発生④】※1 

AL21：原子炉冷却材の漏えい 

（AL21 判断 15：33 第 12 報 FAX 15:44）

15:34  

【警戒事態該当事象の発生⑤】※1 

AL42：単一障壁の喪失又は喪失のおそれ 

（AL42 判断 15：34 第 13 報 FAX 15:49）

【訂正報】※3 

 第 7 報 25 条報告（気象情報（風速））の訂正 

（第 10 報 FAX 15:34）

15:40  
・ＳＦＰ注水水源からＳＦＰへの注水開始 

 

15:55 
・ＳＦＰ水位低下停止（サイフ

ォンブレーカ「開」） 

 

16:04  
【原災法第 25 条報告③】※3（第 14 報 FAX 16:04） 

 

16:05  

【特定事象の発生④】※2 

SE42：2 つの障壁の喪失又は喪失のおそれ 

（SE42 判断 16:11 第 15 報 FAX 16:21）

16:10  

・炉心損傷判断（以下の条件にて判断） 

①炉心出口温度３５０℃以上 

②ＣＶ高レンジエリアモニタ１×１０５ｍＳｖ／ｈ 

【特定事象の発生⑤】※2 

GE28：炉心損傷の検出 

（GE28 判断 16:14 第 16 報 FAX 16:27）

16:17  

【特定事象の発生⑥】 

SE01：敷地境界付近の放射線量の上昇 

（SE01 判断 16:17）

16:27  

【特定事象の発生⑦】 

GE01：敷地境界付近の放射線量の上昇 

（GE01 判断 16:27）

16:34 【１日目】訓練終了 

※1 警戒事態該当事象発生連絡   ：第 1，3，6，12，13 報 

※2 特定事象発生通報（原子炉施設）：第 5，8，11，15，16 報 

※3 警戒事態該当事象発生後の経過連絡及び応急措置の概要（原子炉施設）：第 2，4，7，9，10，14 報 
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＜訓練２日目＞ 

 【スキップ中の事象経過】 

時 刻 
事   象 

【１号機】 【２号機】 

17:10 
 ・Ｃ空冷式非常用発電機修理完了，起動準備 

・Ｃ空冷式非常用発電機無負荷運転完了 

17:20 
 ・ＣＶスプレイ作動信号発信（ＣＶ内圧力１９５ｋＰａ以

上） 

17:30 
 ・Ｃ空冷式非常用発電機による安全系母線充電 

・常設低圧代替注水ポンプによるＣＶスプレイ開始 

18:00 
 ・明神寮裏手道路の土砂撤去作業開始 

・８方向モニタリングポスト設置完了，監視開始 

22:00 
 ・明神寮裏手道路の土砂撤去完了⇒西浦県道側通行可能 

・負傷者（水源確保要員）は敦賀病院へ搬送開始 

23:00 

 ・社員（防災要員以外）及び協力会社社員の避難開始 

 ⇒社有バス３台によるピストン運行で対応 

・負傷者の敦賀病院への搬送完了（体調異常なし） 

0:00  ・もんじゅ隧道白木側入口の土砂撤去作業開始 

2:00 
 ・社員（防災要員以外）及び協力会社社員の避難完了 

⇒避難先：敦賀総合研修センター 

2:10 

 ・常設低圧代替注水ポンプによるＣＶスプレイ停止（ＭＣＣ

Ｉ防止のための格納容器水張り完了） 

 ⇒ＣＶ内水量：約１，８００ｍ３，ＣＶ再循環サンプ水

位：７１％ 

4:00 
 ・可搬型代替注水大型ポンプによる格納容器内自然対流冷却

開始 

8:00 
 ・もんじゅ隧道白木側入口の土砂撤去完了 

 ⇒白木側通行可能 

10:00 

 ・海上保安庁によるＢ非常用ディーゼル発電機の部品受取

り，復旧作業着手 

 ⇒復旧予定（１５：００） 

【訓練開始】 

13:30 コントローラから事前付与（スキップ中の事象進展を説明） 

13:55 ・交代要員との引継ぎ開始 

14:20 ・交代要員との引継ぎ完了，ブリーフィング実施 

14:30 
 ・可搬型代替注水大型ポンプトリップ 

 ⇒ＣＶ内自然対流冷却停止（ＣＶ圧力及び温度上昇） 

14:50  ・常設低圧代替注水ポンプによるＣＶスプレイ開始 

15:00 

 ・Ｂ非常用ディーゼル発電機修繕完了及び起動 

・６．９ｋＶ Ｂ系母線受電 

・原子炉補機冷却水系によるＣＶ内自然対流冷却準備開始 

16:30 【２日目】訓練終了 
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５．防災訓練の項目 

総合訓練 

 

６．防災訓練の内容 

自然災害（地震）を起因事象とした原子力災害を想定し，原子力防災体制を発令するとともに，原子力

防災要員を非常招集し，原子力災害対策活動を実施した。 

訓練の進行については，訓練コントローラからの状況付与に加え，フルスコープシミュレータを運転員

が発電所本部の指示に基づき対応操作するマルチエンディング方式で訓練を実施した。 

なお，以下の項目について，「シナリオ非提示」にて実施した。 

＜訓練１日目＞ 

（１）本部運営訓練（発電所） 

（２）通報連絡訓練（発電所） 

（３）緊急時環境モニタリング訓練（発電所） 

（４）発電所退避者誘導訓練（発電所） 

（５）原子力災害医療訓練（発電所，本店） 

（６）全交流電源喪失対応訓練（発電所） 

（７）シビアアクシデント対策訓練（発電所） 

（８）原子力緊急事態支援組織対応訓練（発電所，本店） 

（９）その他必要と認められる訓練 

  ①原子力防災センター訓練（発電所，立地・地域共生部） 

②本部運営訓練（本店） 

③ＥＲＣ対応訓練（本店） 

④原子力事業者間協力協定に基づく支援連携訓練（本店） 

⑤広報対応訓練（本店） 

⑥原子力事業所災害対策支援拠点運営訓練（立地・地域共生部，本店） 

 

＜訓練２日目＞ 

（１）本部運営訓練（発電所） 

（２）シビアアクシデント対策訓練（発電所） 

（３）その他必要と認められる訓練 

①本部運営訓練（本店） 

②原子力事業所災害対策支援拠点運営訓練（本店，立地・地域共生部） 
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７
．

訓
練
結
果

の
概

要
及
び

評
価

 

＜
訓

練
１
日
目

＞
 

（
１

）
本
部
運

営
訓

練
（
発

電
所

）
 

達
成

基
準
 

結
 

果
 

評
 

価
 

1
)
発
電
所
本
部
長
は
，
要
員
招
集
を
指
示
し
，
事
象
発
生
か
ら
１

０
分
以
内
に
本
部
設
置
宣
言
が
で
き
る
。
 

   2
)
発
電
所
本
部
は
，
事
故
・
プ
ラ
ン
ト
の
状
況
，
戦
略
の
進
捗
状

況
を
把
握
で
き
る
。
 

  3
)
発
電
所
本
部
は
，
事
故
・
プ
ラ
ン
ト
の
状
況
か
ら
，
進
展
予

測
，
事
故
収
束
対
応
戦
略
の
立
案
・
決
定
が
で
き
る
。
 

  4
)
発
電
所
本
部
は
，
事
故
・
プ
ラ
ン
ト
の
状
況
か
ら
，
遅
滞
な
く

Ｅ
Ａ
Ｌ
を
判
断
で
き
る
。
 

 5
)
発
電
所
本
部
は
，
事
故
・
プ
ラ
ン
ト
の
状
況
，
進
展
予
測
，
事

故
収
束
対
応
戦
略
，
戦
略
の
進
捗
状
況
，
Ｅ
Ａ
Ｌ
判
断
情
報
を

本
店
本
部
へ
提
供
で
き
る
。
 

 

1
)
発
電
所
本
部
長
は
，
地
震
（
敦
賀
市
震
度
６
弱
）
の
発
生
に
伴

い
，
発
電
所
本
部
要
員
に
対
し
，
所
内
放
送
装
置
を
用
い
て
緊
急
時

対
策
室
へ
の
招
集
を
指
示
し
，
発
電
所
本
部
要
員
が
参
集
し
た
後
，

発
電
所
本
部
の
設
置
宣
言
を
し
た
。
な
お
，
要
員
招
集
指
示
か
ら
発

電
所
本
部
設
置
宣
言
ま
で
に
要
し
た
時
間
は
８
分
で
あ
っ
た
。
 

2
)
発
電
所
本
部
は
，
各
機
能
班
か
ら
の
報
告
及
び
情
報
共
有
ツ
ー
ル

（
Ｃ
Ｏ
Ｐ

※
，
チ
ャ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
等
）
を
活
用
し
，
事
故
・
プ
ラ

ン
ト
の
状
況
，
戦
略
の
進
捗
状
況
の
把
握
を
実
施
し
た
。
 

 3
)
発
電
所
本
部
は
，
事
故
・
プ
ラ
ン
ト
状
況
を
踏
ま
え
，
戦
略
シ
ー

ト
を
用
い
て
進
展
予
測
，
事
故
収
束
対
応
戦
略
を
立
案
し
，
本
部
内

で
確
認
し
た
上
で
戦
略
を
決
定
し
た
。
 

 4
)
発
電
所
本
部
は
，
発
電
長
か
ら
の
進
言
及
び
事
故
・
プ
ラ
ン
ト
状

況
か
ら
Ｅ
Ａ
Ｌ
該
当
事
象
の
確
認
及
び
Ｅ
Ａ
Ｌ
判
断
を
実
施
し
た
。
 

 5
)
発
電
所
本
部
は
，
本
部
内
で
共
有
し
た
事
故
・
プ
ラ
ン
ト
状
況
，

進
展
予
測
，
事
故
収
束
対
応
戦
略
，
戦
略
の
進
捗
状
況
，
Ｅ
Ａ
Ｌ
判

断
状
況
を
チ
ャ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
及
び
Ｔ
Ｖ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し

て
本
店
本
部
へ
提
供
し
た
。
 

 

1
)
発
電
所
本
部
長
は
，
「
敦
賀
発
電
所
 
発
電
所
対
策
本
部
等

運
営
手
引
書
」
に
従
い
，
緊
急
時
対
策
室
へ
の
招
集
確
認
，

体
制
の
確
立
及
び
発
電
所
本
部
設
置
宣
言
が
遅
滞
な
く
実
施

で
き
て
お
り
，
緊
急
事
態
に
お
け
る
行
動
が
定
着
し
て
い
る

と
評
価
す
る
。
 

2
)
発
電
所
本
部
は
，
各
機
能
班
か
ら
の
報
告
及
び
情
報
共
有
ツ

ー
ル
を
活
用
し
，
事
故
・
プ
ラ
ン
ト
状
況
，
戦
略
の
把
握
が

で
き
て
お
り
，
事
故
・
プ
ラ
ン
ト
状
況
，
戦
略
進
捗
を
確
実

に
把
握
す
る
能
力
を
有
し
て
い
る
と
評
価
す
る
。
 

3
)
発
電
所
本
部
は
，
事
故
・
プ
ラ
ン
ト
状
況
を
踏
ま
え
，
進
展

予
測
，
事
故
収
束
対
応
戦
略
を
立
案
，
決
定
で
き
て
お
り
，

戦
略
立
案
，
決
定
に
係
る
対
応
が
定
着
し
て
い
る
と
評
価
す

る
。
 

4
)
発
電
所
本
部
は
，
事
故
・
プ
ラ
ン
ト
状
況
か
ら
遅
滞
な
く
Ｅ

Ａ
Ｌ
を
判
断
で
き
て
お
り
，
Ｅ
Ａ
Ｌ
判
断
に
係
る
対
応
が
定

着
し
て
い
る
と
評
価
す
る
。
 

5
)
発
電
所
本
部
は
，
事
故
・
プ
ラ
ン
ト
の
状
況
，
進
展
予
測
，

事
故
収
束
対
応
戦
略
，
戦
略
の
進
捗
状
況
，
Ｅ
Ａ
Ｌ
判
断
情

報
を
本
店
本
部
へ
提
供
で
き
て
お
り
，
本
店
本
部
と
の
情
報

共
有
対
応
が
定
着
し
て
い
る
と
評
価
す
る
。
 

 

※
：
Ｃ
Ｏ
Ｐ
と
は
，
共
通
状
況
図
（
C
o
mm
on
 O
pe
ra
ti
on
al
 P
ic
tu
re
）
の
こ
と
を
い
う
。
以
降
，
本
資
料
に
お
い
て
同
じ
。
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（
１

）
本
部
運

営
訓

練
（
発

電
所

）
：

つ
づ

き
 

達
成

基
準
 

結
 

果
 

評
 

価
 

6
)
発
電
長
（
運
転
員
含
む
）
は
，
プ
ラ
ン
ト
ト
リ
ッ
プ
直
後
の
情

報
が
錯
綜
す
る
中
で
，
補
助
給
水
系
の
状
態
が
通
常
と
異
な
る

挙
動
を
示
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
 

7
)
発
電
長
（
運
転
員
含
む
）
は
，
運
転
操
作
に
よ
り
補
助
給
水
ラ

イ
ン
共
通
流
量
計
の
健
全
性
を
確
認
し
，
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給

水
ポ
ン
プ
の
機
能
性
が
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
判
断
で
き

る
。
 

 8
)
発
電
所
庶
務
班
長
は
，
避
難
者
に
対
し
，
炉
心
損
傷
の
リ
ス
ク

が
低
い
う
ち
に
，
原
子
炉
か
ら
離
れ
た
避
難
場
所
（
原
子
力

館
，
協
力
会
事
務
所
）
，
放
射
線
防
護
可
能
な
建
屋
（
緊
急
時

対
策
所
）
へ
避
難
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

9
)
発
電
所
本
部
長
は
，
手
順
等
の
取
り
決
め
が
な
い
中
，
炉
心
損

傷
前
に
避
難
者
に
対
し
て
，
余
剰
分
の
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
提
供

を
判
断
で
き
る
。
 

 

6
)
発
電
長
（
運
転
員
含
む
）
は
，
プ
ラ
ン
ト
ト
リ
ッ
プ
直
後
の
情
報
が

錯
綜
す
る
中
で
も
，
補
助
給
水
系
の
異
常
（
「
運
転
」
表
示
に
も
関

わ
ら
ず
，
吐
出
圧
力
や
流
量
が
定
格
値
と
異
な
る
）
を
確
認
し
た
。
 

7
)
発
電
長
（
運
転
員
含
む
）
は
，
上
記

6
)
の
対
応
と
し
て
，
補
助
給

水
ラ
イ
ン
共
通
流
量
計
の
確
認
の
た
め
の
運
転
操
作
（
手
動
で
の
流

量
調
整
に
よ
る
流
量
計
の
指
示
追
従
状
況
確
認
）
を
実
施
し
，
当
該

流
量
計
が
健
全
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ

の
機
能
が
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
判
断
し
た
。
 

8
)
発
電
所
庶
務
班
長
は
，
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
が
停
止
し
た

場
合
の
炉
心
損
傷
の
可
能
性
を
考
慮
し
て
，
避
難
者
の
避
難
場
所
と

し
て
原
子
炉
か
ら
距
離
が
遠
い
原
子
力
館
及
び
協
力
会
社
事
務
所
を

選
定
し
，
避
難
対
応
を
実
施
し
た
。
 

9
)
発
電
所
本
部
長
は
，
炉
心
損
傷
予
測
後
に
発
電
所
本
部
要
員
へ
の
安

定
ヨ
ウ
素
剤
の
配
布
に
合
わ
せ
て
，
余
剰
分
の
安
定
ヨ
ウ
素
剤
を
確

認
し
，
避
難
者
へ
も
提
供
す
る
よ
う
判
断
し
た
。
 

  

6
)
7)
発
電
長
（
運
転
員
含
む
）
は
，
プ
ラ
ン
ト
ト
リ
ッ
プ
直
後

の
情
報
が
錯
綜
す
る
中
で
も
補
助
給
水
系
の
異
常
を
検
知

し
，
中
央
制
御
室
の
関
連
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
現
場
状
況
か
ら

タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
の
健
全
性
を
判
断
で
き
て
お

り
，
複
合
的
な
故
障
発
生
に
対
し
て
も
，
プ
ラ
ン
ト
状
況
を

確
実
に
把
握
す
る
能
力
を
有
し
て
い
る
と
評
価
す
る
。
 

  8
)
発
電
所
庶
務
班
長
は
，
運
転
中
の
タ
ー
ビ
ン
補
助
給
水
ポ
ン

プ
が
停
止
し
た
場
合
に
炉
心
損
傷
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
を
考

慮
し
た
避
難
先
の
選
定
が
で
き
て
お
り
，
避
難
者
の
被
ば
く

リ
ス
ク
を
考
慮
し
た
対
応
が
で
き
て
い
る
と
評
価
す
る
。
 

9
)
発
電
所
本
部
長
は
，
発
電
所
の
安
定
ヨ
ウ
素
剤
に
余
剰
分
が

あ
る
こ
と
を
確
認
し
，
避
難
者
に
も
提
供
す
る
よ
う
判
断
・

指
示
で
き
て
お
り
，
避
難
者
の
被
ば
く
リ
ス
ク
を
考
慮
し
た

対
応
が
で
き
て
い
る
と
評
価
す
る
。
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（
１

）
本
部
運

営
訓

練
（
発

電
所

）
：

つ
づ

き
 

達
成

基
準
 

結
 

果
 

評
 

価
 

1
0
)
発
電
所
運
転
班
長
は
，
発
電
長
か
ら
の
プ
ラ
ン
ト
状
況
報
告
及

び
複
数
の
Ｅ
Ａ
Ｌ
進
言
に
対
し
て
，
Ａ
Ｌ
４
２
の
進
言
が
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
。
 

 1
1
)
２
号
機
統
括
は
，
発
電
所
運
転
班
長
か
ら
の
プ
ラ
ン
ト
状
況
報

告
及
び
複
数
の
Ｅ
Ａ
Ｌ
進
言
に
対
し
て
，
Ａ
Ｌ
４
２
の
進
言
が

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
。
 

1
0
)
発
電
所
運
転
班
長
は
，
発
電
長
か
ら
の
プ
ラ
ン
ト
状
況
報
告
及
び

複
数
の
Ｅ
Ａ
Ｌ
進
言
（
Ａ
Ｌ
２
１
，
Ｓ
Ｅ
２
１
，
Ｇ
Ｅ
２
１
）
を
受

け
た
際
，
Ａ
Ｌ
４
２
も
該
当
し
て
い
る
と
判
断
し
，
２
号
機
統
括
へ

合
わ
せ
て
進
言
し
た
。
 

1
1
)
２
号
機
統
括
は
，
発
電
所
運
転
班
長
か
ら
の
進
言
を
受
け
，
Ａ
Ｌ

４
２
を
含
め
た
Ｅ
Ａ
Ｌ
該
当
事
象
を
確
認
し
，
抜
け
な
く
Ｅ
Ａ
Ｌ
判

断
を
実
施
し
た
。
 

1
0
)1
1)
発
電
所
運
転
班
長
は
，
発
電
長
か
ら
の
Ｅ
Ａ
Ｌ
進
言
が

な
く
て
も
，
プ
ラ
ン
ト
状
況
か
ら
Ａ
Ｌ
４
２
が
条
件
成
立
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
，
２
号
機
統
括
へ
進
言
で
き
て
お

り
，
Ｅ
Ａ
Ｌ
判
断
に
係
る
対
応
が
定
着
し
て
い
る
と
評
価
す

る
。
 

 
 

11



 

（
２

）
通
報
連

絡
訓

練
（
発

電
所

）
 

達
成

基
準
 

結
 

果
 

評
 

価
 

1
)
発
電
所
情
報
班
は
，
通
報
文
に
誤
記
，
記
載
漏
れ
が
な
く
通
報
文

の
発
信
が
で
き
る
。
な
お
，
誤
記
が
あ
っ
た
場
合
は
，
訂
正
報
が

確
実
に
行
わ
れ
て
い
る
。
 

 2
)
発
電
所
情
報
班
は
，
警
戒
事
態
該
当
事
象
発
生
連
絡
及
び
特
定
事

象
発
生
通
報
（
原
子
炉
施
設
）
は
１
５
分
以
内
に
通
報
で
き
る
。

ま
た
，
通
報
に
伴
う
着
信
確
認
が
で
き
る
。
 

  3
)
発
電
所
情
報
班
は
，
警
戒
事
態
該
当
事
象
発
生
後
の
経
過
連
絡
及

び
応
急
措
置
の
概
要
（
原
子
炉
施
設
）
は
，
３
０
分
（
基
準
）
の

間
隔
で
報
告
で
き
る
。
ま
た
，
報
告
に
伴
う
着
信
確
認
が
で
き

る
。
 

  4
)
発
電
所
情
報
班
は
，
Ｆ
Ａ
Ｘ
詰
ま
り
防
止
の
た
め
に
見
直
し
た

通
報
文
発
信
の
運
用
に
従
い
，
速
や
か
に
通
報
文
の
発
信
が
で

き
る
。
 

1
)
発
電
所
情
報
班
は
，
班
内
で
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
，
通
報
文
の

誤
記
，
記
載
漏
れ
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
通
報
文
の
発
信
を
行
っ

た
が
，
第
７
報
の
気
象
情
報
（
風
速
）
に
誤
記
が
あ
る
こ
と
を
確
認

し
，
訂
正
報
（
第
１
０
報
）
を
行
っ
た
。
 

2
)
発
電
所
情
報
班
は
，
「
警
戒
事
態
該
当
事
象
発
生
連
絡
」
及
び
「
特

定
事
象
発
生
通
報
（
原
子
炉
施
設
）
」
を
作
成
し
，
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る

通
報
を
実
施
し
た
結
果
，
Ｅ
Ａ
Ｌ
判
断
か
ら
通
報
ま
で
に
要
し
た
時

間
は
最
大
１
５
分
で
あ
っ
た
。
ま
た
，
通
報
後
に
連
絡
先
に
対
し
て

着
信
確
認
を
実
施
し
た
。
 

3
)
発
電
所
情
報
班
は
，
「
警
戒
事
態
該
当
事
象
発
生
後
の
経
過
連
絡
」

及
び
「
応
急
措
置
の
概
要
（
原
子
炉
施
設
）
」
を
作
成
し
，
Ｆ
Ａ
Ｘ

に
よ
る
報
告
を
実
施
し
た
結
果
，
「
警
戒
事
態
該
当
事
象
発
生
後
の

経
過
連
絡
」
及
び
「
応
急
措
置
の
概
要
（
原
子
炉
施
設
）
」
の
間
隔

は
最
大
で
３
５
分
で
あ
っ
た
。
ま
た
，
報
告
後
に
連
絡
先
に
対
し
て

着
信
確
認
を
実
施
し
た
。
 

4
)
発
電
所
情
報
班
は
，
見
直
し
た
通
報
文
書
発
信
の
運
用
に
従
い
，
通

報
文
の
発
信
を
実
施
し
た
結
果
，
Ｆ
Ａ
Ｘ
詰
ま
り
は
な
く
，
速
や
か

な
通
報
文
の
発
信
を
実
施
し
た
。
 

1
)
2)
3)
4)
発
電
所
情
報
班
は
，
「
敦
賀
発
電
所
 
発
電
所
対
策

本
部
等
職
務
手
引
書
（
情
報
班
）
」
に
従
い
，
複
数
の
Ｅ
Ａ

Ｌ
が
同
時
期
に
発
生
す
る
厳
し
い
状
況
下
に
お
い
て
も
，
通

報
文
等
を
作
成
し
，
以
下
の
事
項
が
問
題
な
く
実
施
で
き
て

お
り
，
通
報
連
絡
対
応
が
定
着
し
て
い
る
と
評
価
す
る
。
 

ａ
．
「
警
戒
事
態
該
当
事
象
発
生
連
絡
」
及
び
「
特
定
事
象
発

生
通
報
（
原
子
炉
施
設
）
」
が
目
標
時
間
内
で
実
施
で
き
た
 

ｂ
．
「
警
戒
事
態
該
当
事
象
発
生
後
の
経
過
連
絡
」
及
び
「
応

急
措
置
の
概
要
（
原
子
炉
施
設
）
」
が
概
ね
基
準
時
間
で
実

施
で
き
た
 

ｃ
．
誤
記
に
対
し
て
，
訂
正
報
を
発
信
で
き
た
 

ｄ
．
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信
後
，
連
絡
先
に
対
し
て
着
信
確
認
を
実
施
で

き
た
 

ｅ
．
通
報
文
発
信
の
運
用
に
従
い
，
Ｆ
Ａ
Ｘ
詰
ま
り
防
止
を
実

施
で
き
た
 

 
 

12



 

（
３

）
緊
急
時

環
境

モ
ニ
タ

リ
ン

グ
訓

練
（

発
電
所

）
 

達
成

基
準
 

結
 

果
 

評
 

価
 

1
)
発
電
所
放
射
線
管
理
班
は
，
「
敦
賀
発
電
所
 
非
常
時
対
応
手
順

書
」
に
従
い
，
空
間
放
射
線
量
率
及
び
空
気
中
ヨ
ウ
素
濃
度
の
測

定
が
で
き
る
。
 

2
)
発
電
所
放
射
線
管
理
班
は
，
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
デ
ー
タ
を
発
電
所

本
部
に
情
報
提
供
で
き
る
。
 

1
)
2)
発
電
所
放
射
線
管
理
班
は
，
「
敦
賀
発
電
所
 
非
常
時
対
応
手
順

書
」
に
従
い
，
緊
急
時
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
し
て
，
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
カ
ー
に
よ
る
発
電
所
敷
地
内
及
び
敷
地
境
界
付
近
の
空
間
放
射
線

量
率
及
び
空
気
中
ヨ
ウ
素
濃
度
の
測
定
を
実
施
す
る
と
と
も
に
，
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
デ
ー
タ
を
発
電
所
本
部
に
提
供
し
た
。
 

1
)
2)
発
電
所
放
射
線
管
理
班
は
，
「
敦
賀
発
電
所
 
非
常
時
対
応

手
順
書
」
に
従
い
，
緊
急
時
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
活
動
及
び

発
電
所
本
部
へ
の
報
告
が
支
障
な
く
実
施
で
き
て
お
り
，
緊

急
時
に
お
け
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
対
応
が
定
着
し
て
い
る
と
評

価
す
る
。
 

 （
４

）
発
電
所

退
避

者
誘
導

訓
練

（
発

電
所

）
 

達
成

基
準
 

結
 

果
 

評
 

価
 

1
)
発
電
所
庶
務
班
は
，
「
敦
賀
発
電
所
 
災
害
対
策
要
領
」
に
従

い
，
退
避
誘
導
が
で
き
る
。
 

    2
)
発
電
所
庶
務
班
は
，
退
避
者
数
及
び
退
避
状
況
を
本
部
内
で
情

報
共
有
で
き
る
。
 

1
)
発
電
所
庶
務
班
は
，
地
震
（
敦
賀
市
震
度
６
弱
）
の
発
生
を
受

け
，
発
電
所
内
の
緊
急
事
態
応
急
対
策
等
の
活
動
に
従
事
し
な
い

者
に
対
し
て
，
所
内
放
送
装
置
を
用
い
て
発
電
所
構
内
退
避
時
集

合
場
所
へ
の
一
時
避
難
を
指
示
す
る
と
と
も
に
，
見
学
者
を
想
定

し
た
協
力
会
社
従
業
員
５
名
に
対
し
，
安
全
確
認
を
行
っ
た
後
，

退
避
誘
導
を
実
施
し
た
。
 

2
)
発
電
所
庶
務
班
は
，
退
避
者
数
及
び
退
避
状
況
を
適
宜
本
部
内
で

共
有
し
た
。
 

1
)
2)
発
電
所
庶
務
班
は
，
「
敦
賀
発
電
所
 
災
害
対
策
要
領
」

に
従
い
，
発
電
所
内
の
緊
急
事
態
応
急
対
策
等
の
活
動
に
従

事
し
な
い
者
及
び
見
学
者
へ
の
退
避
誘
導
活
動
を
実
施
す
る

と
と
も
に
，
発
電
所
本
部
に
退
避
者
数
・
退
避
状
況
の
共
有

が
で
き
て
お
り
，
退
避
者
誘
導
対
応
が
定
着
し
て
い
る
と
評

価
す
る
。
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（
５

）
原
子
力

災
害

医
療
訓

練
（

発
電

所
，

本
店
）
 

達
成

基
準
 

結
 

果
 

評
 

価
 

1
)
発
電
所
保
健
安
全
班
は
，
負
傷
者
情
報
を
本
店
保
健
安
全
班
へ

提
供
で
き
る
。
 

2
)
発
電
所
保
健
安
全
班
は
，
負
傷
状
況
に
応
じ
た
応
急
処
置
及
び

負
傷
者
の
搬
出
が
実
施
で
き
る
。
 

   3
)
本
店
保
健
安
全
班
は
，
発
電
所
か
ら
負
傷
者
情
報
の
収
集
・
整

理
が
で
き
る
。
 

4
)
本
店
保
健
安
全
班
は
，
（
公
財
）
原
子
力
安
全
研
究
協
会
へ
オ

ン
サ
イ
ト
医
療
に
係
る
医
師
の
派
遣
要
請
が
で
き
る
。
 

1
)
発
電
所
保
健
安
全
班
は
，
本
部
内
で
の
負
傷
者
発
生
情
報
を
受

け
，
負
傷
者
情
報
を
収
集
し
，
本
店
保
健
安
全
班
へ
共
有
し
た
。
 

2
)
発
電
所
保
健
安
全
班
は
，
速
や
か
に
負
傷
者
の
救
護
に
向
か
い
，

負
傷
状
況
を
確
認
し
た
。
負
傷
状
況
よ
り
現
場
か
ら
の
搬
出
を
優
先

し
，
負
傷
者
の
搬
出
後
に
応
急
措
置
を
実
施
し
た
。
 

  3
)
4)
本
店
保
健
安
全
班
は
，
発
電
所
か
ら
の
負
傷
者
情
報
を
収
集
・

整
理
し
，
（
公
財
）
原
子
力
安
全
研
究
協
会
に
対
し
て
，
プ
ラ
ン
ト

状
況
に
関
す
る
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
，
オ
ン
サ
イ
ト
医
療
に

係
る
医
師
の
派
遣
要
請
を
実
施
し
た
。
 

1
)
2)
発
電
所
保
健
安
全
班
は
，
「
敦
賀
発
電
所
 
災
害
対
策
要

領
」
，
「
敦
賀
発
電
所
 
発
電
所
対
策
本
部
等
職
務
手
引
書

（
保
健
安
全
班
）
」
に
従
い
，
負
傷
者
状
況
把
握
，
負
傷
者

状
況
に
応
じ
た
応
急
措
置
及
び
搬
送
の
判
断
を
実
施
す
る
と

と
も
に
，
発
電
所
本
部
及
び
本
店
本
部
へ
の
負
傷
者
情
報
提

供
も
で
き
て
お
り
，
応
急
処
置
等
の
対
応
が
定
着
し
て
い
る

と
評
価
す
る
。
 

3
)
4)
本
店
保
健
安
全
班
は
，
（
公
財
）
原
子
力
安
全
研
究
協
会

へ
の
情
報
提
供
，
医
師
の
派
遣
要
請
を
実
施
で
き
て
お
り
，

（
公
財
）
原
子
力
安
全
研
究
協
会
と
連
携
す
る
体
制
が
確
立

さ
れ
対
応
が
定
着
し
て
い
る
と
評
価
す
る
。
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（
６

）
全
交
流

電
源

喪
失
対

応
訓

練
（

発
電

所
）
 

達
成

基
準
 

結
 

果
 

評
 

価
 

   1
)
水
源
確
保
指
揮
者
は
，
現
場
の
状
況
，
現
場
要
員
の
活
動
状
況

を
発
電
所
本
部
へ
提
供
で
き
る
。
 

2
)
発
電
所
本
部
は
，
手
順
（
案
）
に
基
づ
き
，
プ
ラ
ン
ト
状
況
の

変
化
に
対
し
て
，
水
源
確
保
指
揮
者
へ
対
応
指
示
で
き
る
。

【
主
な
検
証
項
目
１
．
（
２
）
④
ｃ
.
】
 

 3
)
水
源
確
保
指
揮
者
は
，
構
内
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
車
両
通
行
不

可
に
対
し
て
，
手
順
に
定
め
の
な
い
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト
を
発

電
所
本
部
に
提
案
で
き
る
。
 

  4
)
発
電
所
本
部
は
，
水
源
確
保
指
揮
者
か
ら
の
提
案
に
対
し
，
他

作
業
へ
の
影
響
を
踏
ま
え
，
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト
変
更
を
判
断

で
き
る
。
 

 

   1
)
水
源
確
保
指
揮
者
は
，
現
場
状
況
，
現
場
要
員
の
活
動
状
況
を
把

握
し
，
適
宜
発
電
所
本
部
（
庶
務
班
）
へ
共
有
し
た
。
 

2
)
発
電
所
本
部
（
庶
務
班
）
は
，
手
順
（
案
）
に
従
い
，
プ
ラ
ン
ト

状
況
変
化
（
Ｓ
Ｂ
Ｏ
発
生
，
初
発
Ｓ
Ｅ
・
Ｇ
Ｅ
該
当
情
報
，
大
Ｌ

Ｏ
Ｃ
Ａ
発
生
，
炉
心
損
傷
予
測
・
判
断
時
）
の
都
度
，
水
源
確
保

指
揮
者
へ
必
要
な
対
応
等
の
情
報
を
共
有
し
た
。
 

3
)
水
源
確
保
指
揮
者
は
，
Ａ
２
次
系
純
水
タ
ン
ク
の
足
場
倒
壊
（
構

内
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
車
両
通
行
不
可
）
に
対
し
て
，
当
初
計
画

し
た
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト
よ
り
，
現
場
状
況
を
加
味
し
た
ホ
ー
ス

敷
設
ル
ー
ト
へ
の
変
更
を
発
電
所
本
部
（
庶
務
班
）
へ
提
案
し

た
。
 

4
)
発
電
所
本
部
（
庶
務
班
）
は
，
水
源
確
保
要
員
か
ら
提
案
さ
れ
た

ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト
に
対
し
て
，
他
機
能
班
の
屋
外
作
業
へ
の
影

響
を
確
認
し
，
提
案
さ
れ
た
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト
変
更
で
水
源
確

保
作
業
が
で
き
る
こ
と
を
判
断
し
た
。
 

 

以
下
の
事
項
が
問
題
な
く
実
施
で
き
て
お
り
，
発
電
所
本
部
と
現

場
の
情
報
連
携
対
応
が
定
着
し
て
い
る
こ
と
及
び
今
回
の
想
定
事

象
に
お
け
る
対
応
能
力
を
有
し
て
い
る
も
の
と
評
価
す
る
。
 

1
)
水
源
確
保
指
揮
者
は
，
現
場
状
況
等
の
活
動
に
関
す
る
状
況
を

把
握
し
，
適
宜
発
電
所
本
部
（
庶
務
班
）
へ
共
有
で
き
た
。
 

2
)
発
電
所
本
部
（
庶
務
班
）
は
，
手
順
（
案
）
に
従
い
，
プ
ラ
ン

ト
状
況
変
化
の
都
度
，
水
源
確
保
指
揮
者
へ
必
要
な
対
応
等
を

共
有
で
き
た
。
 

 3
)
水
源
確
保
指
揮
者
は
，
Ａ
２
次
系
純
水
タ
ン
ク
の
足
場
倒
壊

（
構
内
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
車
両
通
行
不
可
）
に
対
し
て
，
現

場
状
況
を
加
味
し
た
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト
を
発
電
所
本
部
（
庶

務
班
）
へ
提
案
で
き
た
。
 

 4
)
発
電
所
本
部
（
庶
務
班
）
は
，
水
源
確
保
要
員
か
ら
の
提
案
に

対
し
て
，
他
作
業
へ
の
影
響
も
確
認
し
た
上
で
ル
ー
ト
変
更
を

判
断
で
き
た
。
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（
６

）
全
交
流

電
源

喪
失
対

応
訓

練
（

発
電

所
）：

つ
づ
き
 

達
成

基
準
 

結
 

果
 

評
 

価
 

5
)
水
源
確
保
指
揮
者
は
，
主
要
連
絡
手
段
（
Ｐ
Ｈ
Ｓ
）
の
通
信
不

良
に
対
し
て
，
代
替
連
絡
手
段
の
確
保
を
行
い
，
発
電
所
本
部

及
び
現
場
要
員
間
の
連
絡
体
制
を
確
立
で
き
る
。
 

  6
)
水
源
確
保
指
揮
者
は
，
水
源
確
保
要
員
の
負
傷
者
（
１
名
）
発

生
に
対
し
て
，
作
業
進
捗
状
況
を
踏
ま
え
，
要
員
の
追
加
（
体

制
変
更
）
や
作
業
完
了
見
込
み
時
間
を
発
電
所
本
部
へ
要
請
及

び
報
告
で
き
る
。
 

5
)
水
源
確
保
指
揮
者
は
，
主
要
連
絡
手
段
（
Ｐ
Ｈ
Ｓ
）
の
通
信
不
良
に

対
し
て
，
現
場
要
員
間
の
代
替
連
絡
手
段
と
し
て
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
を

用
い
て
行
う
こ
と
を
現
場
要
員
に
周
知
す
る
と
と
も
に
，
発
電
所
本

部
（
庶
務
班
）
と
の
代
替
連
絡
手
段
を
携
帯
電
話
で
行
う
こ
と
を
共

有
し
た
。
 

6
)
水
源
確
保
指
揮
者
は
，
現
場
要
員
１
名
の
負
傷
者
発
生
に
対
し
，
作

業
進
捗
状
況
を
踏
ま
え
て
，
発
電
所
本
部
（
庶
務
班
）
へ
要
員
追
加

を
要
請
す
る
と
と
も
に
，
体
制
変
更
に
伴
う
作
業
完
了
見
込
み
時
間

を
再
算
出
し
，
報
告
し
た
。
 

5
)
水
源
確
保
指
揮
者
は
，
主
要
連
絡
手
段
（
Ｐ
Ｈ
Ｓ
）
の
通
信

不
良
に
対
し
て
，
代
替
連
絡
手
段
を
確
保
し
，
発
電
所
本
部

及
び
現
場
要
員
間
の
連
絡
体
制
を
確
立
で
き
た
。
 

  6
)
水
源
確
保
指
揮
者
は
，
現
場
要
員
１
名
の
負
傷
者
発
生
に
対

し
，
作
業
進
捗
状
況
を
踏
ま
え
て
，
発
電
所
本
部
（
庶
務

班
）
へ
要
員
追
加
を
要
請
す
る
と
と
も
に
，
体
制
変
更
に
伴

う
作
業
完
了
見
込
み
時
間
を
再
算
出
し
報
告
で
き
た
。
 

 （
７

）
シ
ビ
ア

ア
ク

シ
デ
ン

ト
対

策
訓

練
（

発
電
所

）
 

達
成

基
準
 

結
 

果
 

評
 

価
 

1
)
発
電
所
戦
略
検
討
チ
ー
ム
は
，
事
故
・
プ
ラ
ン
ト
の
状
況
か

ら
，
進
展
予
測
及
び
ア
ク
シ
デ
ン
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
策
の
検
討

（
使
用
可
能
な
設
備
・
機
能
の
把
握
，
対
策
の
有
効
性
及
び
実

施
可
否
の
確
認
，
判
断
）
が
で
き
る
。
 

 2
)
発
電
所
戦
略
検
討
チ
ー
ム
は
，
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
の
拡
大
を
考
慮
し
，

手
順
書
を
柔
軟
に
活
用
し
て
２
号
機
Ｓ
Ｆ
Ｐ
へ
の
水
源
を
燃
料

取
替
用
水
タ
ン
ク
（
ホ
ウ
酸
水
）
か
ら
，
そ
の
他
水
源
に
切
り

替
え
る
戦
略
に
見
直
す
こ
と
が
で
き
る
。
 

1
)
発
電
所
戦
略
検
討
チ
ー
ム
は
，
使
用
可
能
な
設
備
・
機
能
を
把
握

し
，
事
故
収
束
戦
略
の
立
案
（
事
象
の
進
展
予
測
含
む
）
，
対
策
の

有
効
性
及
び
実
施
可
否
の
確
認
・
判
断
を
実
施
し
て
，
本
部
内
に
共

有
し
た
。
 

 2
)
発
電
所
戦
略
検
討
チ
ー
ム
は
，
２
号
機
Ｓ
Ｆ
Ｐ
の
水
位
低
下
に
伴
う

対
応
と
し
て
，
手
順
書
に
従
い
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
か
ら
の
補
給

を
戦
略
と
し
て
い
た
が
，
今
後
の
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
拡
大
の
可
能
性
を
考
慮

し
，
原
子
炉
側
で
優
先
し
て
使
用
す
る
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
よ

り
，
他
の
使
用
可
能
な
水
源
へ
切
り
替
え
る
戦
略
に
見
直
し
を
実
施

し
た
。
 

1
)
発
電
所
戦
略
検
討
チ
ー
ム
は
，
「
敦
賀
発
電
所
 
発
電
所
対

策
本
部
等
運
営
手
引
書
」
に
従
い
，
事
象
の
進
展
に
応
じ
た

ア
ク
シ
デ
ン
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
策
の
検
討
が
問
題
な
く
実
施

で
き
て
お
り
，
ア
ク
シ
デ
ン
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
策
の
検
討
に

伴
う
対
応
が
定
着
し
て
い
る
と
評
価
す
る
。
 

2
)
発
電
所
戦
略
検
討
チ
ー
ム
は
，
今
後
の
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
拡
大
の
可

能
性
を
考
慮
し
，
手
順
書
を
柔
軟
に
活
用
し
て
，
Ｓ
Ｆ
Ｐ
へ

注
水
す
る
水
源
の
選
択
が
で
き
て
お
り
，
ア
ク
シ
デ
ン
ト
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
策
の
検
討
に
伴
う
対
応
が
定
着
し
て
い
る
と
評

価
す
る
。
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（
８

）
原
子
力

緊
急

事
態
支

援
組

織
対

応
訓

練
（
発

電
所
，

本
店

）
 

達
成

基
準
 

結
 

果
 

評
 

価
 

1
)
発
電
所
本
部
は
，
原
災
法
第
１
０
条
事
象
発
生
に
伴
い
，
本
店

本
部
へ
原
子
力
緊
急
事
態
支
援
組
織
の
支
援
要
請
を
依
頼
で
き

る
。
 

  2
)
本
店
本
部
は
，
発
電
所
本
部
か
ら
の
要
請
を
受
け
，
遅
滞
な
く

原
子
力
緊
急
事
態
支
援
組
織
に
支
援
要
請
で
き
る
。
 

1
)
発
電
所
本
部
（
本
部
長
）
は
，
原
災
法
第
１
０
条
事
象
発
生
に
伴

い
，
速
や
か
に
本
店
本
部
に
対
し
て
原
子
力
緊
急
事
態
支
援
組
織
の

支
援
要
請
を
依
頼
し
た
。
 

 2
)
本
店
本
部
（
庶
務
班
）
は
，
発
電
所
本
部
か
ら
の
支
援
要
請
依
頼
を

受
け
，
原
子
力
緊
急
事
態
支
援
組
織
に
対
し
て
，
プ
ラ
ン
ト
状
況
，

後
方
支
援
拠
点
設
置
場
所
等
の
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
，
必
要

な
資
機
材
・
要
員
の
派
遣
を
要
請
し
た
。
 

1
)
発
電
所
本
部
（
本
部
長
）
は
，
「
敦
賀
発
電
所
 
発
電
所
対

策
本
部
等
運
営
手
引
書
」
に
従
い
，
本
店
本
部
へ
原
子
力
緊

急
事
態
支
援
組
織
の
支
援
要
請
が
実
施
で
き
て
お
り
，
支
援

要
請
に
お
け
る
対
応
が
定
着
し
て
い
る
と
評
価
す
る
。
 

2
)
 
本
店
本
部
（
庶
務
班
）
は
，
発
電
所
本
部
か
ら
の
要
請
を
受

け
て
，
「
原
子
力
緊
急
事
態
支
援
組
織
の
共
同
運
営
に
関
す

る
基
本
協
定
」
に
従
い
，
プ
ラ
ン
ト
状
況
，
後
方
支
援
拠
点

設
置
場
所
等
の
情
報
提
供
や
必
要
な
資
機
材
・
要
員
の
派
遣

要
請
を
実
施
で
き
て
お
り
，
原
子
力
緊
急
事
態
支
援
組
織
と

連
携
す
る
体
制
が
確
立
さ
れ
，
出
動
要
請
に
係
る
対
応
が
定

着
し
て
い
る
と
評
価
す
る
。
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（
９

）
そ
の
他

必
要

と
認
め

ら
れ

る
訓

練
 

①
原

子
力
防

災
セ
ン

タ
ー
訓

練
（

発
電

所
，

立
地
・

地
域
共

生
部

）
 

達
成

基
準
 

結
 

果
 

評
 

価
 

1
)
事
業
者
ブ
ー
ス
要
員
は
，
情
報
共
有
ツ
ー
ル
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
，
チ
ャ

ッ
ト
シ
ス
テ
ム
等
）
に
よ
り
発
電
所
情
報
の
収
集
が
で
き
る
。
 

2
)
事
業
者
ブ
ー
ス
要
員
は
，
発
電
所
情
報
を
プ
ラ
ン
ト
チ
ー
ム
に

提
供
で
き
る
。
 

3
)
事
業
者
ブ
ー
ス
要
員
は
，
プ
ラ
ン
ト
チ
ー
ム
か
ら
の
発
電
所
状

況
の
問
い
合
わ
せ
に
対
し
て
，
遅
滞
な
く
回
答
で
き
る
。
 

4
)
事
業
者
ブ
ー
ス
要
員
は
，
住
民
避
難
情
報
等
を
遅
滞
な
く
発
電

所
本
部
，
本
店
本
部
及
び
原
子
力
事
業
所
災
害
対
策
支
援
拠
点

と
共
有
で
き
る
。
 

5
)
事
業
者
ブ
ー
ス
要
員
は
，
陸
路
に
よ
る
発
電
所
へ
の
ア
ク
セ
ス

が
不
可
能
な
状
況
下
に
お
い
て
，
実
動
機
関
（
敦
賀
海
保
）
へ

の
輸
送
支
援
を
依
頼
す
る
際
，
現
場
状
況
，
線
量
状
況
，
プ
ラ

ン
ト
進
展
予
測
等
の
情
報
提
供
が
で
き
る
。
 

【
主
な
検
証
項
目
１
．
（
２
）
③
ａ
.
】
 

1
)
2)
3)
事
業
者
ブ
ー
ス
要
員
は
，
情
報
共
有
ツ
ー
ル
及
び
発
電
所
本
部

要
員
（
原
子
力
防
災
セ
ン
タ
ー
と
の
情
報
連
絡
担
当
）
と
の
電
話
連

絡
に
よ
り
，
発
電
所
情
報
の
収
集
を
実
施
し
，
得
た
情
報
を
プ
ラ
ン

ト
チ
ー
ム
へ
提
供
し
た
。
ま
た
，
プ
ラ
ン
ト
チ
ー
ム
か
ら
の
発
電
所

状
況
の
問
い
合
わ
せ
に
対
し
て
は
，
都
度
発
電
所
に
も
確
認
し
，
遅

滞
な
く
回
答
を
実
施
し
た
。
 

4
)
事
業
者
ブ
ー
ス
要
員
は
，
住
民
避
難
情
報
等
に
関
し
て
，
情
報
共
有

ツ
ー
ル
や
各
拠
点
（
発
電
所
，
本
店
，
原
子
力
事
業
所
災
害
対
策
支

援
拠
点
）
の
連
絡
担
当
へ
電
話
連
絡
に
よ
り
，
共
有
し
た
。
 

5
)
事
業
者
ブ
ー
ス
要
員
は
，
実
動
機
関
（
敦
賀
海
保
）
へ
の
支
援
要
請

を
行
う
に
あ
た
り
，
現
場
状
況
，
線
量
状
況
，
プ
ラ
ン
ト
進
展
予
測

等
を
整
理
し
，
情
報
提
供
を
実
施
し
た
。
ま
た
，
実
動
機
関
（
敦
賀

海
保
）
か
ら
の
追
加
確
認
に
対
し
て
，
都
度
発
電
所
の
状
況
を
確
認

し
回
答
し
た
。
 

1
)
2)
3)
4)
事
業
者
ブ
ー
ス
要
員
は
，
「
敦
賀
発
電
所
 
敦
賀
オ

フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
運
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
従
い
，
事
業
者

ブ
ー
ス
で
の
情
報
共
有
，
プ
ラ
ン
ト
チ
ー
ム
へ
の
情
報
提
供

及
び
住
民
避
難
等
の
情
報
を
遅
滞
な
く
発
電
所
本
部
，
本
店

本
部
及
び
支
援
本
部
へ
共
有
で
き
て
お
り
，
原
子
力
防
災
セ

ン
タ
ー
に
お
け
る
情
報
共
有
を
行
う
体
制
が
確
立
さ
れ
て
い

る
と
評
価
す
る
。
 

  5
)
事
業
者
ブ
ー
ス
要
員
は
，
敦
賀
海
保
に
対
し
，
当
社
が
支
援

要
請
す
る
際
の
提
供
す
べ
き
必
要
情
報
，
情
報
提
供
の
経

路
・
方
法
，
実
際
の
支
援
方
法
等
の
確
認
が
で
き
て
お
り
，

お
互
い
の
活
動
の
相
互
理
解
が
で
き
た
と
評
価
す
る
。
 

 な
お
，
今
後
の
原
子
力
災
害
対
策
に
向
け
た
改
善
点
と
し
て
，

外
部
機
関
と
の
連
携
強
化
に
つ
い
て
，
改
善
に
取
り
組
む
事
項

を
抽
出
し
た
。
 

（
関
連
項
目
）
＜
９
.
（
１
）
①
外
部
機
関
と
の
連
携
強
化
＞
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②
本

部
運
営

訓
練
（

本
店
）
 

達
成

基
準
 

結
 

果
 

評
 

価
 

1
)
本
店
本
部
は
，
本
店
本
部
設
置
後
，
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を
行
い
，

発
電
所
の
事
故
状
況
を
本
店
本
部
内
で
共
有
で
き
る
。
 

2
)
本
店
本
部
は
，
事
故
・
プ
ラ
ン
ト
の
状
況
，
進
展
予
測
，
事
故
収

束
対
応
戦
略
，
戦
略
の
進
捗
状
況
，
Ｅ
Ａ
Ｌ
を
把
握
で
き
る
。
 

  3
)
本
店
本
部
は
，
発
電
所
本
部
が
立
案
す
る
進
展
予
測
・
事
故
収
束

対
応
戦
略
の
評
価
が
で
き
る
。
 

 4
)
本
店
本
部
は
，
発
電
所
か
ら
の
支
援
要
請
に
対
す
る
対
応
検
討

が
で
き
る
。
 

 5
)
本
店
庶
務
班
は
，
本
店
警
戒
本
部
設
置
後
，
本
店
総
合
災
害
対

策
本
部
設
置
後
に
お
い
て
，
新
た
に
整
備
し
た
「
庶
務
班
対
応

リ
ス
ト
（
外
部
連
絡
先
）
」
に
基
づ
き
，
外
部
へ
の
情
報
発
信

対
応
が
で
き
る
。
 

【
主
な
検
証
項
目
１
．
（
２
）
④
ａ
.
】
 

 6
)
本
店
情
報
班
は
，
発
電
所
の
発
話
を
も
と
に
発
電
所
情
報
（
時

系
列
）
を
作
成
す
る
際
，
文
字
起
こ
し
シ
ス
テ
ム
を
補
助
的
に

活
用
し
て
，
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
抜
け
な
く
作
成
で
き
る
。
 

1
)
本
店
本
部
は
，
本
部
設
置
後
，
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を
行
い
，
発
電
所

事
故
状
況
を
共
有
し
た
。
 

2
)
本
店
本
部
は
，
社
内
Ｔ
Ｖ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
て
，
発
電
所
本
部

の
発
話
か
ら
，
事
故
・
プ
ラ
ン
ト
の
状
況
，
進
展
予
測
，
事
故
収
束

対
応
戦
略
，
戦
略
の
進
捗
状
況
，
Ｅ
Ａ
Ｌ
の
判
断
に
つ
い
て
把
握
し

た
。
 

3
)
本
店
本
部
は
，
発
電
所
本
部
が
立
案
す
る
進
展
予
測
・
事
故
収
束
対

応
戦
略
に
つ
い
て
，
現
在
の
プ
ラ
ン
ト
状
況
に
お
け
る
対
応
と
し
て

適
切
か
を
評
価
し
た
。
 

4
)
本
店
本
部
及
び
本
店
庶
務
班
は
，
発
電
所
か
ら
の
支
援
要
請
（
他
社

電
源
車
融
通
，
発
電
所
孤
立
時
の
見
学
者
等
の
避
難
）
に
対
し
て
検

討
を
行
い
，
他
社
・
他
機
関
へ
の
支
援
要
請
を
決
定
し
た
。
 

5
)
本
店
庶
務
班
は
，
本
店
警
戒
本
部
設
置
後
，
本
店
総
合
災
害
対
策
本

部
設
置
後
に
お
い
て
，
「
庶
務
班
対
応
リ
ス
ト
（
外
部
連
絡
先
）
」

を
活
用
し
，
原
子
力
事
業
者
間
協
力
協
定
，
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
，
原
子

力
事
業
所
災
害
対
策
支
援
拠
点
へ
の
情
報
発
信
対
応
を
適
切
に
実
施

し
た
。
 

 6
)
本
店
情
報
班
は
，
発
電
所
発
話
の
聞
き
取
り
及
び
文
字
起
こ
し
シ
ス

テ
ム
を
活
用
し
，
発
電
所
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
の
抜
け
が
な
い
よ
う

に
，
発
電
所
情
報
（
時
系
列
）
を
作
成
し
た
。
 

1
)
2)
3)
4)
本
店
本
部
は
，
事
故
・
プ
ラ
ン
ト
状
況
を
把
握
し
，

進
展
予
測
・
戦
略
の
評
価
を
行
い
，
ま
た
，
発
電
所
か
ら
の

支
援
要
請
に
対
す
る
対
応
が
実
施
で
き
て
お
り
，
発
電
所
本

部
が
実
施
す
る
事
故
収
束
活
動
を
支
援
す
る
体
制
が
確
立
さ

れ
て
い
る
と
評
価
す
る
。
 

       5
)
本
店
庶
務
班
は
，
本
店
警
戒
本
部
設
置
後
，
本
店
総
合
災
害

対
策
本
部
設
置
後
に
お
い
て
，
「
庶
務
班
対
応
リ
ス
ト
（
外

部
連
絡
先
）
」
を
活
用
し
，
原
子
力
事
業
者
間
協
力
協
定
，

ア
ラ
イ
ア
ン
ス
，
原
子
力
事
業
所
災
害
対
策
支
援
拠
点
へ
の

情
報
発
信
対
応
を
適
切
に
実
施
で
き
て
お
り
，
改
善
策
が
有

効
に
機
能
し
て
い
る
と
評
価
す
る
。
 

6
)
本
店
情
報
班
は
，
発
電
所
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
抜
け
な
く
，

発
電
所
情
報
（
時
系
列
）
を
作
成
で
き
て
お
り
，
改
善
策
が

有
効
に
機
能
し
て
い
る
と
評
価
す
る
。
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③
Ｅ

Ｒ
Ｃ
対

応
訓
練

（
本
店

）
 

達
成

基
準
 

結
 
果
 

評
 

価
 

1
)
本
店
Ｅ
Ｒ
Ｃ
対
応
班
は
，
プ
ラ
ン
ト
の
状
況
，
進
展
予

測
，
事
故
収
束
対
応
戦
略
，
戦
略
の
進
捗
状
況
等
に
つ

い
て
，
速
や
か
に
Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラ
ン
ト
班
と
共
有
で
き

る
。
 

 2
)
本
店
Ｅ
Ｒ
Ｃ
対
応
班
は
，
初
動
対
応
時
，
Ｅ
Ａ
Ｌ
判
断

時
，
プ
ラ
ン
ト
の
状
況
変
化
時
に
お
い
て
，
情
報
共
有

ツ
ー
ル
を
用
い
た
積
極
的
な
情
報
発
信
が
で
き
る
。
 

  3
)
本
店
Ｅ
Ｒ
Ｃ
対
応
班
は
，
Ｅ
Ａ
Ｌ
該
当
判
断
説
明
に
お

い
て
，
見
直
し
た
Ｅ
Ａ
Ｌ
判
断
フ
ロ
ー
に
よ
り
簡
潔
な

説
明
が
で
き
る
。
 

1
)
本
店
Ｅ
Ｒ
Ｃ
対
応
班
は
，
プ
ラ
ン
ト
の
状
況
，
進
展
予
測
，
事
故
収

束
対
応
戦
略
，
戦
略
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
，
本
店
情
報
班
及
び

本
店
技
術
班
か
ら
伝
達
さ
れ
た
情
報
を
，
速
や
か
に
Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラ
ン

ト
班
と
共
有
し
た
。
 

 2
)
本
店
Ｅ
Ｒ
Ｃ
対
応
班
は
，
初
動
対
応
，
Ｅ
Ａ
Ｌ
判
断
等
の
プ
ラ
ン
ト

状
況
の
変
化
時
に
お
い
て
，
情
報
共
有
ツ
ー
ル
を
用
い
て
，
積
極
的

に
Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラ
ン
ト
班
へ
情
報
発
信
し
た
。
 

  3
)
本
店
Ｅ
Ｒ
Ｃ
対
応
班
は
，
Ｅ
Ａ
Ｌ
該
当
判
断
説
明
に
お
い
て
，
見
直

し
た
Ｅ
Ａ
Ｌ
判
断
フ
ロ
ー
を
用
い
て
，
簡
潔
に
説
明
を
実
施
し
た
。
 

1
)
本
店
Ｅ
Ｒ
Ｃ
対
応
班
は
，
事
故
・
プ
ラ
ン
ト
の
状
況
，
進
展
予
測
，

事
故
収
束
対
応
戦
略
，
戦
略
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
，
必
要
な
情

報
に
不
足
や
遅
れ
が
な
く
，
積
極
的
に
Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラ
ン
ト
班
と
の
共

有
が
実
施
で
き
て
お
り
，
Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラ
ン
ト
班
と
の
タ
イ
ム
リ
ー
な

情
報
共
有
を
行
う
体
制
が
確
立
さ
れ
て
い
る
と
評
価
す
る
。
 

2
)
本
店
Ｅ
Ｒ
Ｃ
対
応
班
は
，
Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラ
ン
ト
班
に
対
し
て
，
初
動
対

応
，
Ｅ
Ａ
Ｌ
判
断
等
の
プ
ラ
ン
ト
状
況
の
変
化
時
に
お
い
て
，
情
報

共
有
ツ
ー
ル
を
用
い
た
積
極
的
な
情
報
発
信
が
実
施
で
き
て
お
り
，

情
報
共
有
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た
情
報
発
信
に
係
る
運
用
が
定
着
し
て

い
る
と
評
価
す
る
。
 

3
)
本
店
Ｅ
Ｒ
Ｃ
対
応
班
は
，
簡
潔
に
Ｅ
Ａ
Ｌ
該
当
判
断
の
説
明
が
実
施

で
き
て
お
り
，
Ｅ
Ａ
Ｌ
判
断
フ
ロ
ー
の
見
直
し
は
有
効
で
あ
っ
た
と

評
価
す
る
。
 

1
)
リ
エ
ゾ
ン
は
，
情
報
共
有
ツ
ー
ル
を
活
用
し
て
Ｅ
Ｒ
Ｃ

プ
ラ
ン
ト
班
へ
積
極
的
に
補
足
説
明
が
で
き
る
。
 

2
)
リ
エ
ゾ
ン
は
，
Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラ
ン
ト
班
内
に
遅
滞
な
く
Ｃ

Ｏ
Ｐ
等
の
資
料
を
配
布
で
き
る
。
 

3
)
リ
エ
ゾ
ン
は
，
Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラ
ン
ト
班
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
に
対
し
て
，
速
や
か
に
対
応
で
き
る
。
 

1
)
リ
エ
ゾ
ン
は
，
情
報
共
有
ツ
ー
ル
を
活
用
し
て
Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラ
ン
ト
班

へ
積
極
的
に
補
足
説
明
を
実
施
し
た
。
 

2
)
リ
エ
ゾ
ン
は
，
Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラ
ン
ト
班
内
に
遅
滞
な
く
Ｃ
Ｏ
Ｐ
等
の
資

料
配
布
を
実
施
し
た
。
 

3
)
リ
エ
ゾ
ン
は
，
Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラ
ン
ト
班
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
対
し

て
，
不
明
な
事
項
が
あ
れ
ば
本
店
本
部
へ
連
絡
し
，
内
容
を
確
認
し

た
上
で
回
答
を
実
施
し
た
。
 

1
)
2)
3)
リ
エ
ゾ
ン
は
，
情
報
共
有
ツ
ー
ル
を
用
い
た
補
足
説
明
，
Ｃ
Ｏ

Ｐ
等
の
資
料
配
布
，
問
い
合
わ
せ
に
対
す
る
回
答
が
実
施
で
き
て
お

り
，
リ
エ
ゾ
ン
対
応
が
定
着
し
て
い
る
と
評
価
す
る
。
 

 な
お
，
今
後
の
原
子
力
災
害
対
策
に
向
け
た
改
善
点
と
し
て
，
よ
り
Ｅ

Ｒ
Ｃ
と
の
情
報
共
有
の
迅
速
化
を
図
る
た
め
，
リ
エ
ゾ
ン
配
付
資
料
に

関
す
る
具
体
的
ル
ー
ル
の
明
確
化
つ
い
て
，
改
善
に
取
り
組
む
事
項
を

抽
出
し
た
。
 

（
関
連
項
目
）
 

＜
９
.
（
１
）
④
リ
エ
ゾ
ン
配
付
資
料
に
関
す
る
具
体
的
ル
ー
ル
の
明
確

化
＞
 

1
)
本
店
本
部
副
本
部
長
は
，
会
議
開
催
の
招
集
に
対
し
て

速
や
か
に
参
集
で
き
る
。
 

2
)
本
店
本
部
副
本
部
長
は
，
発
生
事
象
の
概
要
，
事
象
進

展
の
予
測
，
事
故
収
束
対
応
を
簡
潔
に
説
明
で
き
る
。
 

1
)
本
店
本
部
副
本
部
長
は
，
会
議
開
催
の
招
集
に
対
し
て
速
や
か
に
参

集
し
た
。
 

2
)
本
店
本
部
副
本
部
長
は
，
発
生
事
象
の
概
要
，
事
象
進
展
の
予
測
，

事
故
収
束
対
応
を
簡
潔
に
説
明
し
た
。
 

1
)
2)
本
店
本
部
副
本
部
長
は
，
会
議
開
催
に
際
し
て
，
速
や
か
に
参
集

し
，
発
生
事
象
の
概
要
，
事
象
進
展
の
予
測
，
事
故
収
束
対
応
を
簡

潔
に
説
明
で
き
て
お
り
，
組
織
の
代
表
と
し
て
の
対
応
が
定
着
し
て

い
る
と
評
価
す
る
。
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④
原

子
力
事

業
者
間

協
力
協

定
に

基
づ

く
支

援
連
携

訓
練
（

本
店

）
 

達
成

基
準
 

結
 

果
 

評
 

価
 

1
)
原
子
力
事
業
者
間
協
力
協
定
に
基
づ
き
，
副
幹
事
会
社
へ
定

め
ら
れ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
協
力
要
請
等
の
情
報
連
携
が
で
き

る
。
 

1
)
本
店
庶
務
班
は
，
特
定
事
象
該
当
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
て
，
原
子
力

事
業
者
間
協
力
協
定
に
基
づ
き
，
副
幹
事
会
社
で
あ
る
中
部
電
力

株
式
会
社
に
協
力
要
請
を
行
い
，
同
協
定
に
基
づ
く
協
力
要
員
及

び
資
機
材
等
に
関
す
る
情
報
を
本
店
本
部
，
発
電
所
本
部
及
び
原

子
力
事
業
所
災
害
対
策
支
援
拠
点
に
共
有
し
た
。
 

1
)
本
店
庶
務
班
は
，
原
子
力
事
業
者
間
協
力
協
定
に
基
づ
き
，
副
幹

事
会
社
へ
の
要
員
・
資
機
材
の
協
力
要
請
を
行
い
，
そ
の
情
報
を

本
店
本
部
，
発
電
所
本
部
及
び
原
子
力
事
業
所
災
害
対
策
支
援
拠

点
に
共
有
で
き
て
お
り
，
同
協
定
に
基
づ
く
支
援
連
携
対
応
が
定

着
し
て
い
る
と
評
価
す
る
。
 

 ⑤
広

報
対
応

訓
練
（

本
店
）
 

達
成

基
準
 

結
 

果
 

評
 

価
 

1
)
本
店
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
は
，
本
店
本
部
で
収
集
し
て
い
る
発

電
所
情
報
（
時
系
列
）
に
つ
い
て
，
新
た
に
設
置
し
た
Ｗ
ｅ

ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
，
発
電
所
の
最
新
情
報
を
把

握
で
き
る
。
 

【
主
な
検
証
項
目
１
．
（
２
）
④
ｂ
．
】
 

2
)
本
店
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
は
，
本
店
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
と
現
地

プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
の
合
同
模
擬
記
者
会
見
の
開
催
に
よ
り
，

一
元
的
な
情
報
提
供
が
で
き
る
。
 

3
)
本
店
広
報
班
は
，
発
生
し
た
事
象
に
つ
い
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
模
擬
プ
レ
ス
文
を
掲
載
で
き
る
。
 

4
)
広
報
班
リ
エ
ゾ
ン
は
，
当
社
の
プ
レ
ス
対
応
・
公
表
状
況
を
 

Ｅ
Ｒ
Ｃ
広
報
班
へ
提
供
で
き
る
。
 

5
)
本
店
広
報
班
長
は
，
模
擬
記
者
会
見
中
に
発
生
し
た
重
要
情

報
（
炉
心
損
傷
判
断
）
の
模
擬
記
者
会
見
場
で
の
提
供
判
断

に
つ
い
て
，
本
店
本
部
へ
上
申
で
き
る
。
 

1
)
本
店
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
は
，
本
店
情
報
班
が
作
成
す
る
発
電
所
情

報
（
時
系
列
）
を
確
認
し
，
発
電
所
の
最
新
情
報
を
把
握
し
た
。
 

   2
)
本
店
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
は
，
本
店
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
と
現
地
プ
レ

ス
セ
ン
タ
ー
の
合
同
模
擬
記
者
会
見
の
開
催
に
よ
り
，
一
元
的
な

情
報
提
供
を
実
施
し
た
。
 

3
)
本
店
広
報
班
は
，
発
生
し
た
事
象
に
つ
い
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
模

擬
プ
レ
ス
文
を
掲
載
し
た
。
 

4
)
広
報
リ
エ
ゾ
ン
は
，
当
社
の
プ
レ
ス
対
応
・
公
表
状
況
を
Ｅ
Ｒ
Ｃ

広
報
班
（
模
擬
）
へ
提
供
し
た
。
 

5
)
本
店
広
報
班
長
は
，
Ｅ
Ａ
Ｌ
（
Ｇ
Ｅ
２
８
）
判
断
及
び
通
報
文
が

Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
，
模
擬
記
者
会
見
中
に
発
生
し

た
炉
心
損
傷
に
つ
い
て
，
開
催
中
の
会
見
で
公
表
す
る
こ
と
を
指

示
し
た
。
 

1
)
本
店
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
は
，
本
店
情
報
班
が
作
成
す
る
発
電
所
情

報
（
時
系
列
）
を
確
認
し
，
発
電
所
の
最
新
情
報
を
把
握
で
き
て

お
り
，
改
善
策
が
有
効
に
機
能
し
て
い
る
評
価
す
る
。
 

  2
)
3)
4)
5)
本
店
広
報
班
は
，
発
生
事
象
の
概
要
に
つ
い
て
遅
滞
な
く

模
擬
プ
レ
ス
文
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
す
る
と
と
も
に
，
模
擬

記
者
会
見
に
お
い
て
は
，
本
店
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
と
現
地
プ
レ
ス

セ
ン
タ
ー
を
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
で
接
続
し
，
一
元
的
な
情
報

提
供
を
行
う
こ
と
が
で
き
て
お
り
，
発
電
所
の
状
況
等
を
外
部
へ

公
表
す
る
た
め
の
体
制
が
確
立
さ
れ
，
広
報
対
応
が
定
着
し
て
い

る
と
評
価
す
る
。
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⑥
原

子
力
事

業
所
災

害
対
策

支
援

拠
点

運
営

訓
練
（

立
地
・

地
域

共
生

部
，

本
店
）
 

達
成

基
準
 

結
 

果
 

評
 

価
 

1
)
支
援
本
部
は
，
事
故
・
プ
ラ
ン
ト
の
状
況
，
進
展
予

測
，
事
故
収
束
対
応
戦
略
，
戦
略
の
進
捗
状
況
，
Ｅ
Ａ

Ｌ
を
把
握
で
き
る
。
 

  2
)
支
援
本
部
は
，
プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
か
ら
派
遣
さ
れ
た

支
援
要
員
へ
の
発
電
所
情
報
の
提
供
が
で
き
る
。
 

  3
)
支
援
本
部
は
，
発
電
所
か
ら
の
支
援
要
請
に
対
す
る
対

応
検
討
が
で
き
る
。
 

 4
)
支
援
本
部
は
，
収
集
し
た
住
民
避
難
情
報
等
を
発
電
所

本
部
及
び
本
店
本
部
へ
共
有
で
き
る
。
 

1
)
支
援
本
部
は
，
情
報
共
有
ツ
ー
ル
に
よ
り
事
故
・
プ
ラ
ン
ト

の
状
況
，
進
展
予
測
，
事
故
収
束
対
応
戦
略
，
戦
略
の
進
捗

状
況
，
Ｅ
Ａ
Ｌ
を
把
握
し
た
。
 

  2
)
支
援
本
部
は
，
プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
か
ら
派
遣
さ
れ
た
支
援

要
員
に
対
し
て
，
情
報
共
有
ツ
ー
ル
に
よ
り
把
握
し
た
事

故
・
プ
ラ
ン
ト
の
状
況
，
進
展
予
測
，
事
故
収
束
対
応
戦
略

等
の
情
報
を
提
供
し
た
。
 

3
)
支
援
本
部
は
，
発
電
所
か
ら
の
発
電
所
見
学
者
及
び
協
力
会

社
作
業
員
の
敦
賀
市
内
へ
の
避
難
支
援
要
請
に
対
し
て
，
本

店
本
部
と
連
携
し
対
応
を
検
討
し
た
。
 

4
)
支
援
本
部
は
，
住
民
避
難
情
報
等
に
関
し
て
，
発
電
所
本
部

及
び
本
店
本
部
の
連
絡
担
当
へ
電
話
連
絡
を
行
い
，
情
報
共

有
を
実
施
し
た
。
 

1
)
支
援
本
部
は
，
「
敦
賀
発
電
所
現
地
支
援
本
部
の
設
置
及
び
運
用
要
領
」

（
以
下
，
「
現
地
支
援
本
部
運
用
要
領
」
と
い
う
。
）
に
従
い
，
事
故
・
プ

ラ
ン
ト
の
状
況
，
進
展
予
測
，
事
故
収
束
対
応
戦
略
，
戦
略
の
進
捗
状
況
，

Ｅ
Ａ
Ｌ
の
把
握
が
実
施
で
き
て
お
り
，
発
電
所
情
報
の
収
集
対
応
が
定
着
し

て
い
る
と
評
価
す
る
。
 

2
)
支
援
本
部
は
，
「
現
地
支
援
本
部
運
用
要
領
」
に
従
い
，
プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ

ー
か
ら
派
遣
さ
れ
た
支
援
要
員
へ
発
電
所
情
報
を
提
供
し
故
障
機
器
等
の
復

旧
に
関
す
る
技
術
支
援
が
実
施
で
き
て
お
り
，
プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
と
の
技

術
支
援
に
お
け
る
対
応
が
定
着
し
て
い
る
と
評
価
す
る
。
 

3
)
支
援
本
部
は
，
発
電
所
か
ら
の
支
援
要
請
を
受
け
，
本
店
本
部
と
連
携
し
対

応
の
検
討
が
で
き
て
お
り
，
発
電
所
の
支
援
対
応
が
定
着
し
て
い
る
と
評
価

す
る
。
 

4
)
支
援
本
部
は
，
「
現
地
支
援
本
部
運
用
要
領
」
に
従
い
，
Ｏ
Ｆ
Ｃ
で
活
動
す

る
事
業
者
ブ
ー
ス
要
員
か
ら
入
手
し
た
住
民
避
難
情
報
等
を
発
電
所
本
部
及

び
本
店
本
部
の
連
絡
担
当
者
へ
情
報
共
有
が
実
施
で
き
て
お
り
，
住
民
避
難

情
報
等
の
共
有
を
行
う
体
制
が
確
立
さ
れ
て
い
る
と
評
価
す
る
。
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⑥
原

子
力
事

業
所
災

害
対
策

支
援

拠
点

運
営

訓
練
（

立
地
・

地
域

共
生

部
，

本
店
）

つ
づ
き
 

達
成

基
準
 

結
 

果
 

評
 

価
 

1
)
支
援
本
部
情
報
班
長
は
，
自
治
体
リ
エ
ゾ
ン
の
選
出
及

び
派
遣
指
示
が
で
き
る
。
 

  2
)
支
援
本
部
情
報
班
は
，
発
電
所
情
報
を
自
治
体
リ
エ
ゾ

ン
へ
提
供
で
き
る
。
 

  3
)
自
治
体
リ
エ
ゾ
ン
は
，
通
報
文
，
Ｃ
Ｏ
Ｐ
等
の
ツ
ー
ル

を
活
用
し
て
，
自
治
体
担
当
者
に
発
電
所
情
報
を
提
供

で
き
る
。
 

  4
)
自
治
体
リ
エ
ゾ
ン
は
，
自
治
体
担
当
者
か
ら
の
問
い
合

わ
せ
に
対
し
て
，
速
や
か
に
対
応
で
き
る
。
 

1
)
支
援
本
部
情
報
班
長
は
，
自
治
体
が
設
置
す
る
災
害
対
策
本

部
へ
の
リ
エ
ゾ
ン
を
選
出
し
，
自
治
体
へ
の
派
遣
を
指
示
し

た
。
 

 2
)
支
援
本
部
情
報
班
は
，
情
報
共
有
ツ
ー
ル
（
通
報
文
，
Ｃ
Ｏ

Ｐ
等
）
を
活
用
し
て
，
関
係
自
治
体
へ
派
遣
す
る
自
治
体
リ

エ
ゾ
ン
に
発
電
所
情
報
を
提
供
し
た
。
 

 3
)
自
治
体
リ
エ
ゾ
ン
は
，
支
援
本
部
情
報
班
か
ら
提
供
さ
れ
た

情
報
共
有
ツ
ー
ル
（
通
報
文
，
Ｃ
Ｏ
Ｐ
等
）
を
活
用
し
て
，

自
治
体
担
当
者
（
当
社
社
員
に
て
模
擬
）
に
発
電
所
情
報
を

提
供
し
た
。
 

 4
)
自
治
体
リ
エ
ゾ
ン
は
，
自
治
体
担
当
者
（
当
社
社
員
に
て
模

擬
）
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
対
し
て
，
そ
の
場
で
速
や
か
に

回
答
し
た
。
な
お
，
そ
の
場
で
回
答
で
き
な
か
っ
た
問
い
合

わ
せ
内
容
に
つ
い
て
は
，
支
援
本
部
情
報
班
を
通
じ
て
本
店

本
部
に
確
認
し
た
上
で
後
刻
回
答
し
た
。
 

1
)
支
援
本
部
情
報
班
長
は
，
「
現
地
支
援
本
部
運
用
要
領
」
に
従
い
，
自
治
体

が
設
置
す
る
災
害
対
策
本
部
で
の
リ
エ
ゾ
ン
対
応
に
適
し
た
要
員
を
情
報
班

員
の
中
か
ら
選
出
・
派
遣
で
き
て
お
り
，
自
治
体
へ
の
リ
エ
ゾ
ン
派
遣
を
行

う
体
制
が
確
立
さ
れ
て
い
る
と
評
価
す
る
。
 

2
)
支
援
本
部
情
報
班
は
，
情
報
共
有
ツ
ー
ル
か
ら
通
報
文
や
Ｃ
Ｏ
Ｐ
等
，
自
治

体
災
害
対
策
本
部
で
発
電
所
情
報
を
説
明
す
る
た
め
に
必
要
な
資
料
を
選
択

し
，
自
治
体
リ
エ
ゾ
ン
へ
提
供
で
き
て
お
り
，
自
治
体
リ
エ
ゾ
ン
へ
の
発
電

所
情
報
の
提
供
対
応
が
定
着
し
て
い
る
と
評
価
す
る
。
 

3
)
自
治
体
リ
エ
ゾ
ン
は
，
支
援
本
部
情
報
班
か
ら
提
供
さ
れ
た
資
料
を
活
用
し

て
，
自
治
体
担
当
者
（
当
社
社
員
に
て
模
擬
）
に
理
解
さ
れ
る
よ
う
丁
寧
に

事
故
・
プ
ラ
ン
ト
の
状
況
，
進
展
予
測
，
事
故
収
束
対
応
戦
略
，
戦
略
の
進

捗
状
況
等
を
説
明
で
き
て
お
り
，
自
治
体
リ
エ
ゾ
ン
対
応
能
力
を
有
し
て
い

る
と
評
価
す
る
。
 

4
)
自
治
体
リ
エ
ゾ
ン
は
，
自
治
体
担
当
者
（
当
社
社
員
に
て
模
擬
）
か
ら
の
事

故
事
象
の
収
束
予
測
に
関
す
る
質
問
に
対
し
て
，
そ
の
場
で
速
や
か
に
回
答

し
理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
。
そ
の
場
で
回
答
で
き
な
か
っ
た
炉
心

損
傷
し
た
場
合
の
環
境
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
，
支
援
本
部
情
報
班
を
通
じ

て
本
店
本
部
に
確
認
し
た
上
で
回
答
で
き
て
お
り
，
自
治
体
か
ら
の
質
問
に

対
応
す
る
体
制
が
確
立
さ
れ
て
い
る
と
評
価
す
る
。
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⑥
原

子
力
事

業
所
災

害
対
策

支
援

拠
点

運
営

訓
練
（

立
地
・

地
域

共
生

部
，

本
店
）

つ
づ
き
 

達
成

基
準
 

結
 

果
 

評
 

価
 

1
)
支
援
本
部
庶
務
班
長
は
，
支
援
要
員
の
選
出
及
び
派
遣

指
示
が
で
き
る
。
 

    2
)
支
援
要
員
は
，
要
配
慮
者
の
体
調
に
配
慮
し
た
福
祉
車

両
で
の
搬
送
が
で
き
る
。
 

【
主
な
検
証
項
目
１
．
（
２
）
②
ａ
.
】
 

    3
)
支
援
要
員
は
，
支
援
本
部
へ
の
要
配
慮
者
の
搬
送
完
了

連
絡
が
で
き
る
。
 

 4
)
支
援
要
員
は
，
要
配
慮
者
の
体
調
急
変
に
対
し
て
，
速

や
か
に
病
院
へ
の
搬
送
判
断
が
で
き
る
。
 

1
)
支
援
本
部
庶
務
班
長
は
，
支
援
本
部
庶
務
班
員
か
ら
要
配
慮

者
の
避
難
支
援
要
員
を
選
出
し
，
派
遣
を
指
示
し
た
。
 

    2
)
支
援
要
員
は
，
要
配
慮
者
（
当
社
社
員
に
て
模
擬
）
２
名
そ

れ
ぞ
れ
の
体
調
に
配
慮
し
て
，
福
祉
車
両
で
の
搬
送
を
実
施

し
た
。
 

    3
)
支
援
要
員
は
，
要
配
慮
者
の
搬
送
完
了
に
つ
い
て
支
援
本
部

庶
務
班
へ
連
絡
を
実
施
し
た
。
 

 4
)
支
援
要
員
は
，
要
配
慮
者
（
当
社
社
員
に
て
模
擬
）
１
名
の

体
調
急
変
に
対
し
て
，
自
治
体
担
当
者
（
当
社
社
員
に
て
模

擬
）
へ
連
絡
し
て
判
断
を
仰
ぎ
，
速
や
か
に
搬
送
先
を
福
祉

施
設
か
ら
病
院
に
変
更
し
た
。
 

1
)
支
援
本
部
庶
務
班
長
は
，
原
子
力
防
災
セ
ン
タ
ー
で
の
Ｐ
Ａ
Ｚ
圏
内
要
配
慮

者
２
名
の
避
難
先
へ
の
避
難
支
援
要
請
を
受
け
，
「
現
地
支
援
本
部
運
用
要

領
」
に
従
い
，
支
援
本
部
庶
務
班
員
か
ら
要
配
慮
者
避
難
支
援
要
員
を
選
出

し
，
避
難
元
か
ら
避
難
先
へ
の
福
祉
車
両
に
よ
る
避
難
支
援
に
つ
い
て
要
員

を
派
遣
で
き
て
お
り
，
要
配
慮
者
の
避
難
支
援
を
行
う
体
制
が
確
立
さ
れ
て

い
る
と
評
価
す
る
。
 

2
)
支
援
要
員
は
，
要
配
慮
者
（
当
社
社
員
に
て
模
擬
）
２
名
そ
れ
ぞ
れ
の
体
調

に
配
慮
し
て
，
声
掛
け
・
気
配
り
を
し
な
が
ら
福
祉
車
両
へ
の
乗
降
操
作
等

の
搬
送
対
応
が
で
き
て
お
り
，
要
配
慮
者
の
避
難
支
援
の
対
応
能
力
を
有
し

て
い
る
と
評
価
す
る
。
 

要
配
慮
者
１
の
設
定
：
足
の
不
自
由
な
高
齢
女
性
 

要
配
慮
者
２
の
設
定
：
地
震
で
足
を
負
傷
し
自
力
歩
行
困
難
，
臨
月
間
近

な
妊
婦
 

3
)
支
援
要
員
は
，
要
配
慮
者
の
避
難
支
援
に
伴
う
避
難
元
か
ら
の
搬
送
開
始
か

ら
避
難
先
へ
の
搬
送
完
了
ま
で
適
宜
，
支
援
本
部
庶
務
班
へ
活
動
状
況
を
連

絡
で
き
て
お
り
，
活
動
状
況
の
連
絡
対
応
が
定
着
し
て
い
る
と
評
価
す
る
。
 

4
)
支
援
要
員
は
，
要
配
慮
者
１
の
体
調
急
変
（
持
病
の
腰
痛
悪
化
）
を
速
や
か

に
把
握
し
て
症
状
等
を
聞
き
取
り
，
自
治
体
担
当
者
（
当
社
社
員
に
て
模

擬
）
へ
連
絡
し
て
搬
送
先
の
変
更
要
否
に
つ
い
て
判
断
を
仰
い
で
お
り
，
要

配
慮
者
が
体
調
急
変
し
た
場
合
の
対
応
能
力
を
有
し
て
い
る
と
評
価
す
る
。
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＜
訓

練
２
日
目

＞
 

（
１

）
本
部
運

営
訓

練
（
発

電
所

）
 

達
成

基
準
 

結
果
 

評
価
 

1
)
発
電
所
本
部
長
（
交
代
前
）
は
，
要
員
交
代
の
た
め
の
引
継
ぎ
を
行
う

場
面
に
お
い
て
，
プ
ラ
ン
ト
状
況
に
変
化
が
あ
っ
た
場
合
は
直
ち
に
報

告
す
る
こ
と
を
発
電
所
本
部
内
に
指
示
が
で
き
る
。
 

  2
)
発
電
所
本
部
（
交
代
後
）
は
，
活
動
開
始
前
に
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を
行

い
，
こ
れ
ま
で
の
事
故
・
プ
ラ
ン
ト
状
況
，
現
在
の
活
動
状
況
及
び
今

後
の
対
応
方
針
を
把
握
で
き
る
。
 

【
主
な
検
証
項
目
１
．
（
２
）
①
ａ
.
】
 

 

1
)
発
電
所
本
部
長
（
交
代
前
）
は
，
要
員
交
代
の
引
継
ぎ
を
行

う
際
に
，
プ
ラ
ン
ト
状
況
の
監
視
を
継
続
し
，
状
況
変
化
が

あ
っ
た
場
合
は
直
ち
に
報
告
す
る
こ
と
を
発
電
所
本
部
内
に

指
示
し
た
。
ま
た
，
異
常
が
発
生
し
た
場
合
は
，
引
継
ぎ
前

の
要
員
で
対
応
す
る
よ
う
指
示
し
た
。
 

2
)
発
電
所
本
部
（
交
代
後
）
は
，
活
動
開
始
前
に
ブ
リ
ー
フ
ィ

ン
グ
を
実
施
し
，
こ
れ
ま
で
の
事
故
・
プ
ラ
ン
ト
状
況
，
現

在
の
活
動
状
況
及
び
今
後
の
対
応
方
針
を
共
有
し
た
。
 

1
)
発
電
所
本
部
長
（
交
代
前
）
は
，
引
継
ぎ
中
に
お
い
て
も
プ

ラ
ン
ト
監
視
体
制
を
維
持
す
る
と
と
も
に
，
異
常
発
生
時
を

想
定
し
た
際
の
体
制
も
明
確
に
指
示
で
き
て
お
り
，
引
継
ぎ

に
伴
う
対
応
が
で
き
て
い
る
と
評
価
す
る
。
 

 2
)
発
電
所
本
部
（
交
代
後
）
は
，
活
動
開
始
前
に
ブ
リ
ー
フ
ィ

ン
グ
を
実
施
し
，
こ
れ
ま
で
の
事
故
・
プ
ラ
ン
ト
状
況
，
現

在
の
活
動
状
況
及
び
今
後
の
対
応
方
針
を
確
認
し
，
そ
の
後

の
本
部
運
営
が
支
障
な
く
対
応
で
き
て
お
り
，
交
代
前
の
要

員
か
ら
正
確
に
情
報
が
引
き
継
が
れ
た
と
評
価
す
る
。
 

な
お
，
今
後
の
原
子
力
災
害
対
策
に
向
け
た
改
善
点
と
し
て
，

要
員
交
代
時
に
お
け
る
引
継
ぎ
方
法
に
つ
い
て
，
改
善
に
取
り

組
む
事
項
を
抽
出
し
た
。
 

（
関
連
項
目
）
 

＜
９
.
（
１
）
②
要
員
交
代
時
に
お
け
る
引
継
ぎ
方
法
の
充
実
＞
 

1
)
発
電
所
本
部
（
交
代
後
）
は
，
可
搬
型
代
替
注
水
大
型
ポ
ン
プ
に
よ
る

Ｃ
Ｖ
内
自
然
対
流
冷
却
が
停
止
し
た
場
合
の
進
展
予
測
，
事
故
収
束
対

応
戦
略
の
立
案
・
決
定
が
で
き
る
。
 

【
主
な
検
証
項
目
１
．
（
２
）
①
ｂ
．
】
 

    2
)
発
電
所
本
部
（
交
代
後
）
は
，
事
故
・
プ
ラ
ン
ト
の
状
況
，
進
展
予

測
，
事
故
収
束
対
応
戦
略
，
戦
略
の
進
捗
状
況
を
本
店
本
部
へ
提
供
で

き
る
。
 

1
)
発
電
所
本
部
（
交
代
後
）
は
，
可
搬
型
代
替
注
水
大
型
ポ
ン

プ
に
よ
る
Ｃ
Ｖ
内
自
然
対
流
冷
却
が
停
止
し
た
場
合
の
進
展

予
測
（
Ｃ
Ｖ
圧
力
上
昇
率
か
ら
管
理
値
に
達
す
る
ま
で
の
予

測
時
間
）
を
算
出
す
る
と
と
も
に
，
プ
ラ
ン
ト
状
況
よ
り
Ｃ

Ｖ
を
よ
り
安
全
な
状
態
に
維
持
で
き
る
よ
う
，
Ｃ
Ｖ
圧
力
１

Ｐ
ｄ
で
実
施
す
る
Ｃ
Ｖ
ス
プ
レ
イ
を
前
倒
し
て
実
施
す
る
対

応
戦
略
を
立
案
し
，
本
部
内
で
確
認
し
た
上
で
戦
略
を
決
定

し
た
。
 

2
)
発
電
所
本
部
（
交
代
後
）
は
，
事
故
・
プ
ラ
ン
ト
の
状
況
，

進
展
予
測
，
事
故
収
束
対
応
戦
略
，
戦
略
の
状
況
を
適
宜
本

店
本
部
に
提
供
し
た
。
 

1
)
発
電
所
本
部
（
交
代
後
）
は
，
可
搬
型
代
替
注
水
大
型
ポ
ン

プ
に
よ
る
Ｃ
Ｖ
内
自
然
対
流
冷
却
が
停
止
し
た
場
合
の
進
展

予
測
及
び
事
故
収
束
対
応
戦
略
を
立
案
・
決
定
で
き
て
お

り
，
想
定
事
象
に
お
け
る
対
応
能
力
を
有
し
て
い
る
と
評
価

す
る
。
 

   2
)
発
電
所
本
部
（
交
代
後
）
は
，
事
故
・
プ
ラ
ン
ト
の
状
況
，

進
展
予
測
，
事
故
収
束
対
応
戦
略
，
戦
略
の
進
捗
状
況
を
本

店
本
部
へ
提
供
で
き
て
お
り
，
本
店
本
部
と
の
情
報
共
有
対

応
が
定
着
し
て
い
る
と
評
価
す
る
。
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（
２

）
シ
ビ
ア

ア
ク

シ
デ
ン

ト
対

策
訓

練
（

発
電
所

）
 

達
成

基
準
 

結
果
 

評
価
 

1
)
発
電
所
戦
略
チ
ー
ム
は
，
事
故
・
プ
ラ
ン
ト
の
状
況
か
ら
，
進
展
予
測

及
び
ア
ク
シ
デ
ン
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
策
の
検
討
（
使
用
可
能
な
設
備
・

機
能
の
把
握
，
対
策
の
有
効
性
及
び
実
施
可
否
の
確
認
，
判
断
）
が
で

き
る
。
 

1
)
発
電
所
戦
略
検
討
チ
ー
ム
は
，
適
宜
使
用
可
能
な
設
備
・
機

能
の
把
握
，
事
故
収
束
戦
略
の
立
案
（
事
象
の
進
展
予
測
含

む
）
，
対
策
の
有
効
性
及
び
実
施
可
否
の
確
認
，
判
断
を
実

施
し
，
本
部
内
に
共
有
し
た
。
 

1
)
発
電
所
戦
略
検
討
チ
ー
ム
は
，
「
敦
賀
発
電
所
 
発
電
所
対

策
本
部
等
運
営
手
引
書
」
に
従
い
，
事
象
の
進
展
に
応
じ
た

ア
ク
シ
デ
ン
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
策
の
検
討
が
問
題
な
く
実
施

で
き
て
お
り
，
ア
ク
シ
デ
ン
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
策
の
検
討
に

伴
う
対
応
が
定
着
し
て
い
る
と
評
価
す
る
。
 

 （
３

）
そ
の
他

必
要

と
認
め

ら
れ

る
訓

練
 

①
本

部
運
営

訓
練
（

本
店
）
 

達
成

基
準
 

結
果
 

評
価
 

1
)
本
店
本
部
（
交
代
後
）
は
，
活
動
開
始
前
に
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を
行

い
，
こ
れ
ま
で
の
事
故
・
プ
ラ
ン
ト
状
況
，
現
在
の
活
動
状
況
及
び
今

後
の
対
応
方
針
を
把
握
で
き
る
。
 

2
)
本
店
本
部
（
交
代
後
）
は
，
事
故
・
プ
ラ
ン
ト
の
状
況
，
進
展
予
測
，

事
故
収
束
対
応
戦
略
，
戦
略
の
進
捗
状
況
，
Ｅ
Ａ
Ｌ
を
把
握
で
き
る
。
 

  3
)
本
店
本
部
（
交
代
後
）
は
，
発
電
所
本
部
が
立
案
す
る
進
展
予
測
・
事

故
収
束
対
応
戦
略
の
評
価
が
で
き
る
。
 

 4
)
本
店
庶
務
班
（
交
代
後
）
は
，
発
電
所
本
部
及
び
原
子
力
事
業
所
災
害

対
策
支
援
拠
点
へ
の
水
・
食
料
等
の
調
達
計
画
を
作
成
で
き
る
。
 

1
)
本
店
本
部
は
，
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を
行
い
，
こ
れ
ま
で
の
事

故
・
プ
ラ
ン
ト
状
況
，
現
在
の
活
動
状
況
及
び
今
後
の
対
応

方
針
を
把
握
し
た
。
 

2
)
本
店
本
部
は
，
社
内
Ｔ
Ｖ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
て
，
発
電

所
本
部
の
発
話
か
ら
，
事
故
・
プ
ラ
ン
ト
の
状
況
，
進
展
予

測
，
事
故
収
束
対
応
戦
略
，
戦
略
の
進
捗
状
況
，
Ｅ
Ａ
Ｌ
の

判
断
に
つ
い
て
把
握
し
た
。
 

3
)
本
店
本
部
は
，
発
電
所
本
部
が
立
案
す
る
進
展
予
測
・
事
故

収
束
対
応
戦
略
に
つ
い
て
，
現
在
の
プ
ラ
ン
ト
状
況
に
お
け

る
対
応
と
し
て
適
切
か
を
評
価
し
た
。
 

4
)
本
店
庶
務
班
は
，
発
電
所
本
部
及
び
原
子
力
事
業
所
災
害
対

策
支
援
拠
点
へ
の
水
・
食
料
等
の
調
達
に
つ
い
て
検
討
し
，

調
達
計
画
を
作
成
し
た
。
 

1
)
2)
3)
4)
本
店
本
部
は
，
事
故
・
プ
ラ
ン
ト
状
況
を
把
握
し
，

進
展
予
測
・
戦
略
の
評
価
を
行
い
，
ま
た
，
発
電
所
本
部
及

び
原
子
力
事
業
所
災
害
対
策
支
援
拠
点
へ
の
支
援
物
資
調
達

に
関
す
る
対
応
が
実
施
で
き
て
お
り
，
発
電
所
本
部
が
実
施

す
る
事
故
収
束
活
動
を
支
援
す
る
体
制
が
確
立
さ
れ
て
い
る

と
評
価
す
る
。
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②
原

子
力
事

業
所
災

害
対
策

支
援

拠
点

運
営

訓
練
（

本
店
，

立
地

・
地

域
共

生
部
）
 

達
成

基
準
 

結
果
 

評
価
 

1
)
支
援
本
部
は
，
事
故
・
プ
ラ
ン
ト
の
状
況
，
進
展
予
測
，
事

故
収
束
対
応
戦
略
，
戦
略
の
進
捗
状
況
，
Ｅ
Ａ
Ｌ
を
把
握
で

き
る
。
 

 2
)
支
援
本
部
は
，
発
電
所
か
ら
の
支
援
要
請
に
対
す
る
対
応
検

討
が
で
き
る
。
 

   3
)
支
援
本
部
は
，
収
集
し
た
住
民
避
難
情
報
等
を
発
電
所
本
部

及
び
本
店
本
部
へ
共
有
で
き
る
。
 

   4
)
支
援
本
部
は
，
他
事
業
者
か
ら
の
電
源
車
融
通
に
係
る
発
電

所
へ
の
輸
送
計
画
を
作
成
で
き
る
。
 

 5
)
支
援
本
部
は
，
水
・
食
料
等
の
調
達
・
輸
送
計
画
を
作
成
で

き
る
。
 

1
)
支
援
本
部
は
，
情
報
共
有
ツ
ー
ル
に
よ
り
事
故
・
プ
ラ
ン
ト

の
状
況
，
進
展
予
測
，
事
故
収
束
対
応
戦
略
，
戦
略
の
進
捗

状
況
，
Ｅ
Ａ
Ｌ
の
把
握
を
実
施
し
た
。
 

 2
)
支
援
本
部
は
，
発
電
所
か
ら
の
燃
料
や
食
料
手
配
等
の
支
援

要
請
に
対
し
て
，
物
資
の
購
入
手
配
や
発
電
所
へ
の
運
搬
方

法
に
つ
い
て
対
応
を
検
討
し
た
。
 

  3
)
支
援
本
部
は
，
住
民
避
難
情
報
等
に
関
し
て
，
発
電
所
本
部

及
び
本
店
本
部
の
連
絡
担
当
へ
電
話
連
絡
を
行
い
，
情
報
共

有
を
実
施
し
た
。
 

  4
)
支
援
本
部
は
，
他
事
業
者
か
ら
の
電
源
車
融
通
に
係
る
発
電

所
へ
の
輸
送
計
画
を
作
成
し
，
発
電
所
庶
務
班
及
び
本
店
庶

務
班
と
共
有
し
た
。
 

5
)
支
援
本
部
は
，
水
・
食
料
等
の
調
達
・
輸
送
計
画
を
作
成

し
，
発
電
所
庶
務
班
及
び
本
店
庶
務
班
と
共
有
し
た
。
 

1
)
支
援
本
部
は
，
「
現
地
支
援
本
部
運
用
要
領
」
に
従
い
，
事
故
・
プ

ラ
ン
ト
の
状
況
，
進
展
予
測
，
事
故
収
束
対
応
戦
略
，
戦
略
の
進
捗

状
況
，
Ｅ
Ａ
Ｌ
の
把
握
が
実
施
で
き
て
お
り
，
発
電
所
情
報
の
把
握

に
お
け
る
対
応
が
定
着
し
て
い
る
と
評
価
す
る
。
 

2
)
支
援
本
部
は
，
発
電
所
か
ら
の
燃
料
や
食
料
手
配
等
の
支
援
要
請
に

対
し
て
，
市
内
量
販
店
や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
等
の
営
業
状
況
を
確

認
し
，
物
資
の
購
入
手
配
や
発
電
所
へ
の
運
搬
方
法
に
つ
い
て
対
応

を
検
討
で
き
て
お
り
，
発
電
所
か
ら
の
支
援
要
請
へ
の
対
応
が
定
着

し
て
い
る
と
評
価
す
る
。
 

3
)
支
援
本
部
は
，
「
現
地
支
援
本
部
運
用
要
領
」
に
従
い
，
Ｏ
Ｆ
Ｃ
で

活
動
す
る
事
業
者
ブ
ー
ス
要
員
か
ら
入
手
し
た
住
民
避
難
情
報
等
を

発
電
所
本
部
及
び
本
店
本
部
の
連
絡
担
当
者
へ
情
報
共
有
が
実
施
で

き
て
お
り
，
住
民
避
難
情
報
等
の
共
有
を
行
う
体
制
が
確
立
さ
れ
て

い
る
と
評
価
す
る
。
 

4
)
5)
支
援
本
部
は
，
他
事
業
者
か
ら
の
電
源
車
融
通
や
水
・
食
料
等
の

調
達
・
輸
送
計
画
を
作
成
し
，
発
電
所
庶
務
班
及
び
本
店
庶
務
班
と

共
有
で
き
て
お
り
，
発
電
所
を
支
援
す
る
た
め
の
体
制
が
確
立
さ
れ

て
い
る
と
評
価
す
る
。
 

 な
お
，
今
後
の
原
子
力
災
害
対
策
に
向
け
た
改
善
点
と
し
て
，
本
店
か

ら
の
派
遣
要
員
が
，
支
援
本
部
に
加
わ
っ
た
際
の
役
割
の
明
確
化
つ
い

て
，
改
善
に
取
り
組
む
事
項
を
抽
出
し
た
。
 

（
関
連
項
目
）
 

＜
９
.
（
１
）
③
原
子
力
事
業
所
災
害
対
策
支
援
拠
点
の
活
動
に
お
け
る

役
割
の
整
理
と
情
報
フ
ロ
ー
の
作
成
＞
 

 
 

27



 

達
成

基
準
 

結
果
 

評
価
 

1
)
支
援
本
部
情
報
班
長
は
，
自
治
体
リ
エ
ゾ
ン
の
選
出
及
び
派
遣
指
示
が

で
き
る
。
 

   2
)
支
援
本
部
情
報
班
は
，
発
電
所
情
報
を
自
治
体
リ
エ
ゾ
ン
へ
提
供
で
き

る
。
 

   3
)
自
治
体
リ
エ
ゾ
ン
は
，
通
報
文
，
Ｃ
Ｏ
Ｐ
等
の
ツ
ー
ル
を
活
用
し
て
，

自
治
体
担
当
者
に
発
電
所
情
報
を
提
供
で
き
る
。
 

    4
)
自
治
体
リ
エ
ゾ
ン
は
，
自
治
体
担
当
者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
対
し

て
，
速
や
か
に
対
応
で
き
る
。
 

1
)
支
援
本
部
情
報
班
長
は
，
自
治
体
が
設
置
す
る
災
害
対
策
本

部
へ
の
リ
エ
ゾ
ン
を
選
出
し
，
自
治
体
へ
の
派
遣
を
指
示
し

た
。
 

  2
)
支
援
本
部
情
報
班
は
，
情
報
共
有
ツ
ー
ル
（
通
報
文
，
Ｃ
Ｏ

Ｐ
等
）
を
活
用
し
て
，
関
係
自
治
体
へ
派
遣
す
る
自
治
体
リ

エ
ゾ
ン
に
発
電
所
情
報
を
提
供
し
た
。
 

  3
)
自
治
体
リ
エ
ゾ
ン
は
，
支
援
本
部
情
報
班
か
ら
提
供
さ
れ
た

情
報
共
有
ツ
ー
ル
（
通
報
文
，
Ｃ
Ｏ
Ｐ
等
）
を
活
用
し
て
，

自
治
体
担
当
者
（
当
社
社
員
に
て
模
擬
）
に
発
電
所
情
報
を

提
供
し
た
。
 

  4
)
自
治
体
リ
エ
ゾ
ン
は
，
自
治
体
担
当
者
（
当
社
社
員
に
て
模

擬
）
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
対
し
て
，
そ
の
場
で
速
や
か
に

回
答
し
た
。
 

1
)
支
援
本
部
情
報
班
長
は
，
「
現
地
支
援
本
部
運
用
要
領
」
に

従
い
，
自
治
体
が
設
置
す
る
災
害
対
策
本
部
で
の
リ
エ
ゾ
ン

対
応
に
適
し
た
要
員
を
情
報
班
員
の
中
か
ら
選
出
・
派
遣
で

き
て
お
り
，
自
治
体
へ
の
リ
エ
ゾ
ン
派
遣
を
行
う
体
制
が
確

立
さ
れ
て
い
る
と
評
価
す
る
。
 

2
)
支
援
本
部
情
報
班
は
，
情
報
共
有
ツ
ー
ル
か
ら
通
報
文
や
Ｃ

Ｏ
Ｐ
等
，
自
治
体
災
害
対
策
本
部
で
発
電
所
情
報
を
説
明
す

る
た
め
に
必
要
な
資
料
を
選
択
し
，
自
治
体
リ
エ
ゾ
ン
へ
提

供
で
き
て
お
り
，
自
治
体
リ
エ
ゾ
ン
へ
の
発
電
所
情
報
の
提

供
対
応
が
定
着
し
て
い
る
と
評
価
す
る
。
 

3
)
自
治
体
リ
エ
ゾ
ン
は
，
支
援
本
部
情
報
班
か
ら
提
供
さ
れ
た

資
料
を
活
用
し
て
，
自
治
体
担
当
者
（
当
社
社
員
に
て
模

擬
）
に
理
解
さ
れ
る
よ
う
丁
寧
に
事
故
・
プ
ラ
ン
ト
の
状

況
，
進
展
予
測
，
事
故
収
束
対
応
戦
略
，
戦
略
の
進
捗
状
況

等
を
説
明
で
き
て
お
り
，
自
治
体
リ
エ
ゾ
ン
対
応
能
力
を
有

し
て
い
る
と
評
価
す
る
。
 

4
)
自
治
体
リ
エ
ゾ
ン
は
，
自
治
体
担
当
者
（
当
社
社
員
に
て
模

擬
）
か
ら
の
事
故
事
象
の
収
束
予
測
に
関
す
る
質
問
に
対
し

て
，
そ
の
場
で
速
や
か
に
回
答
し
理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き

て
お
り
，
自
治
体
か
ら
の
質
問
に
対
応
す
る
体
制
が
確
立
さ

れ
て
い
る
と
評
価
す
る
。
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８．訓練の評価 

（１）総合的な評価 

   「７.訓練結果の概要及び評価」及び「８．（２）訓練目標に対する評価」より，今回想定した原子力

災害に対しても，発電所本部，本店本部及び原子力事業所災害対策支援拠点等の各拠点が役割分担を認

識し，原子力防災組織として有効に機能することを確認した。 

また，昨年度に実施した敦賀発電所及び東海・東海第二発電所防災訓練で抽出した課題に対する改善

策の効果が確認できたことから，組織全体としての事故対応能力が向上していると評価する。 

 

（２）訓練目標に対する評価 

   今年度訓練における目的「発電所本部，本店本部及び原子力事業所災害対策支援拠点等の各拠点が

各々の役割を認識し連携することで，原子力防災組織が有効に機能することの確認」に対し，以下のと

おり訓練目標を設定し，各訓練目標について検証項目を定め評価を行った。 

 

  【訓練目標（１）事象が長期化した場合における要員交代を想定し，交代前後の要員が各役割を遂行し

て事態対処に向けた意思決定及び基本的な事故対応ができること。】 

 主な検証項目 評 価 

①発電所本部要員（交代後）は，活動開

始前にブリーフィングを行い，これま

での事故・プラント状況，現在の活動

状況及び今後の対応方針を把握でき

る。 

②発電所本部要員（交代後）は，可搬型

代替注水大型ポンプによるＣＶ自然対

流冷却が停止した場合の進展予測，事

故収束対応戦略の立案・決定ができ

る。 

［訓練２日目：本部運営訓練（発電所）］

①発電所本部要員（交代後）は，活動開始前にブリーフィン

グを実施し，これまでの事故・プラント状況，現在の活動

状況及び今後の対応方針を確認し，その後の本部運営が支

障なく対応できており，交代前の要員から正確に情報が引

き継がれたと評価する。 

②発電所本部要員（交代後）は，可搬型代替注水大型ポンプ

によるＣＶ内自然対流冷却が停止した場合の進展予測及び

事故収束対応戦略を立案・決定できたことから，想定事象

における対応能力を有していると評価する。 

 

  【訓練目標（２）住民防護に係る実動対応ができること。】 

検証項目 評 価 

自治体から住民避難行動に係る支援要

請を受けたことを想定し，原子力事業所

災害対策支援拠点の支援要員は，要配慮

者の体調に配慮した福祉車両での搬送が

できる。 

［訓練１日目：原子力事業所災害対策支

援拠点運営訓練］

 

原子力事業所災害対策支援拠点の支援要員は，原子力防災

センターにおいて自治体よりＰＡＺ圏内要配慮者２名に対す

る住民避難行動の支援要請を受けたと想定し，「現地支援本

部運用要領」に従い，避難元から避難先への福祉車両による

避難支援について派遣した。派遣された支援要員は，要配慮

者（当社社員にて模擬）２名それぞれの体調に配慮して声掛

け・気配りをしながら福祉車両への乗降操作等の搬送対応が

できていた。また，要配慮者１の体調急変（持病の腰痛悪化

を想定）を速やかに把握して症状等を聞き取り，自治体担当

者（当社社員にて模擬）へ連絡して搬送先の変更要否につい

て判断を仰いでおり，避難支援の対応能力を有していると評

価する。   
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【訓練目標（３）関係機関と連携した発電所の支援活動ができること。】 

検証項目 評 価 

原子力防災センター事業者ブース要員

は，陸路による発電所へのアクセスが不

可能な状況下において，実動機関（敦賀

海保）への輸送支援を依頼する際，現場

状況，線量状況，プラント進展予測等の

情報提供ができる。 

［訓練１日目：原子力防災センター訓練］

事業者ブース要員は，敦賀海保に対し，当社が支援要請す

る際のタイミングや提供すべき必要情報，情報提供の経路・

方法，実際の支援可能範囲等の確認を実施できており，お互

いの活動の相互理解ができたと評価する。 

今後，確認した内容を整理し，敦賀海保との連携に関する

マニュアル等を作成の上，要素訓練で検証することを計画す

るとともに，相互理解を深めていく。 

なお，今後の原子力災害対策に向けた改善点として，外部

機関との連携強化について，改善に取り組む事項を抽出し

た。 

（関連項目）＜９.（１）①外部機関との連携強化＞ 

 

  

（３）昨年度訓練から改善を図った事項の有効性確認 

   以下の項目について，本訓練にて検証を行った。 

①昨年度敦賀発電所防災訓練で抽出された課題に対する改善状況 

前回訓練の課題 改善策 有効性確認結果 

a.本店庶務班の情報共有

におけるルールの明確

化（本店） 

・本店庶務班と後方支援

拠点は，より積極的な

情報共有を行う必要が

ある。 

 

＜原因＞ 

・本店庶務班が直接連絡すべき事項の

整理が不足している。 

・本店庶務班と後方支援拠点との情報

共有に関するルールが明確に定まっ

ていない。 

 

＜対策＞ 

・本店庶務班が，直接連絡すべき事項

及び連絡先を整理し，ルールに反映

する。 

・上記内容を実施した上で，教育及び

訓練を行い，定着を図っていく。 

 

有効性確認方法を設定し，左記対

策の有効性を検証した。その結果以

下のとおり，本店庶務班は問題なく

対応できたことから，本対策は有効

であったと評価する。 

 

・本店庶務班は，「庶務班対応リス

ト（外部連絡先）」を活用し，定

められたタイミングで，原子力事

業者間協力協定，アライアンス，

原子力事業所災害対策支援拠点へ

の情報発信対応を適切に実施でき

た。 

b.記者会見者へ提供する

情報の充実化（本店） 

・より充実した情報（プ

レス文作成後の最新情

報）を会見者に伝達す

る方法について検討す

る必要がある。 

 

＜原因＞ 

・会見者へプレス文作成後の最新情報

を提供する仕組みが不足している。 

 

＜対策＞ 

・本部広報班は，本店情報班が作成す

る発電所情報（時系列）を記者会見

者が確認できるよう情報の提供方法

を検討する。 

・上記内容を実施した上で，教育及び

訓練を行い，定着を図っていく。 

有効性確認方法を設定し，左記対

策の有効性を検証した。その結果以

下のとおり，本店広報班は問題なく

対応できたことから，本対策は有効

であったと評価する。 

 

・本店プレスセンターは，本店情報

班が作成する発電所情報（時系

列）を確認し，発電所の最新情報

を把握できた。 
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②昨年度東海発電所・東海第二発電所防災訓練で抽出された課題に対する改善状況 

前回訓練の課題 改善策 有効性確認結果 

a.現場出動班と発電所本

部との情報連携の定着

（発電所） 

・ＲＨＲ（Ｂ）ポンプ出

口側配管からの溢水対

応で，現場実動班が発

電所本部を出動した際

は，所内電源が喪失し

ている状態であった。

その後，所内電源が復

旧したが，現場実動班

にはその情報が情報共

有されなかった。電源

状況によっては，現場

照明，仮設水中ポンプ

の電源元等対応に支障

がでるため，本部と現

場で情報共有を密にす

る必要がある。 

 

＜原因＞ 

・現場出動班からの進捗状況連絡はで

きていたが，発電所本部は情報の吸

上げのみ行い，プラント状況の変化

による現場への影響について考慮で

きなかった。 

 

＜対策＞ 

・現場指揮者はプラント状況について

積極的に情報収集を行うとともに，

本部連絡者も要求の有無に係わらず

プラント状況の情報発信を行う内容

を定めルール化する。 

 

有効性確認方法を設定し，左記対

策の有効性を検証した。その結果以

下のとおり，発電所本部及び水源確

保指揮者は問題なく対応できたこと

から，本対策は有効であったと評価

する。 

 

・発電所本部（庶務班）は，プラン

ト状況変化（ＳＢＯ発生，初発Ｓ

Ｅ・ＧＥ該当情報，大ＬＯＣＡ発

生，炉心損傷予測・判断時）の都

度，水源確保指揮者へ共有でき

た。 

・水源確保指揮者は，プラント状況

変化の情報を受けた際，線量状況

や作業安全確保等に関する事項を

適宜本部へ確認し，他の現場要員

へ共有できた。 

 

９．今後の原子力災害対策に向けた改善点 

（１）訓練において抽出した改善に取り組む事項 

本訓練において，以下の改善に取り組む事項を抽出した。 

  ①外部機関との連携強化【発電所】 

課題 原因 改善内容 

・発電所の事故収束活動

の支援のため，発災時

に外部機関（自衛隊

等）への支援要請が必

要な場合を想定して，

支援を要請する事項を

明確化しておく必要が

ある。 

 

・支援要請が必要な場合を想定し

て，支援を要請する対象の外部機

関や，支援事項等の検討が不足し

ていた。 

 

・支援要請が必要な場合における外

部機関へ支援要請する内容，連絡

経路，提供する情報を検討する。 

・中期的な取組みとして，計画的に

外部機関と連携した訓練等を行

い，実効性向上を図る。 
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  ②要員交代時における引継ぎ方法の充実【発電所】 

課題 原因 改善内容 

・要員交代時において，

本部員が一斉に引継ぎ

を行う方法で検証を行

ったが，本部体制を維

持するためには，プラ

ント状況や交代要員の

参集状況等を踏まえ

て，一斉引継ぎ以外の

方法も検討し，充実を

図る必要がある。 

 

・規程には，一斉引継ぎを想定し

た引継ぎ方法を定めているが，

様々な状況を想定した引継ぎ方法

の検討が不足していた。 

 

・３分の１ずつの要員が引き継ぐ方

法や，各機能班で引継ぎ時間をず

らして引き継ぐ方法等，様々な状

況を想定した引継ぎ方法を検討し

ていく。 

・上記内容を実施した上で，訓練を

行い，定着を図っていく。 

 

 

  ③原子力事業所災害対策支援拠点の活動における役割の整理と情報フローの作成         

【原子力事業所災害対策支援拠点】 

課題 原因 改善内容 

・現地支援要員※1と本店

後方支援班※2の役割を

整理する必要がある。 

 

・現地支援要員と本店後方支援班

が連携する訓練は，今回が初めて

の取り組みであったため，役割の

整理ができていなかったことが顕

在化した。 

 

・原子力事業所災害対策支援拠点の

活動について，現地支援要員と本

店後方支援班の役割を整理する。 

・発電所支援連携に係る情報フロー

を作成し，訓練にて検証する。 

※1：立地・地域共生部員，研修センター員で構成する要員 

※2：本店から派遣する要員 

 

④リエゾン配付資料に関する具体的ルールの明確化【本店】 

課題 原因 改善内容 

・リエゾンからＥＲＣプ

ラント班へ配付する資

料に関する具体的ルー

ルを作成し，明確化す

る必要がある。 

 

・リエゾンからの質問回答資料と

スピーカが説明に用いた資料を，

同一の保存先に保存しており，Ｅ

ＲＣプラント班へ配付すべき資料

とそうでない資料の区別がつかな

い状況だった。 

 

・リエゾンが配付すべき資料が一目で

わかるよう，保存先を整理し，その

具体的運用を「本店本部ルール集」

に反映する。また，教育及び訓練を

実施し，定着を図っていく。 
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（２）更なる改善として取り組む事項 

本訓練において，以下の更なる改善に取り組む事項を抽出した。 

  ①効果的なブリーフィングの実施【発電所：良好事例からの抽出】 

良好事例 背景 展開内容 

・発電所本部において，簡潔明

瞭なブリーフィングを実施し

たことで，発電所本部要員や

ＴＶ会議で情報収集している

本店本部要員等が速やかに共

通認識を持つことができ，事

故収束のための効果的な情報

共有に寄与した。 

 

・ブリーフィング開始前に，本

部長より「２分後にブリーフ

ィングを開始するため，各機

能班は情報を整理すること」

を指示し，各機能班が収集し

ている情報の整理を行う時間

を設けていた。 

 

 

・今回のブリーフィングの実施

方法について社内マニュアル

に定めて，本部運営訓練で定

着を図る。 

・本店，東海へ本良好事例を共

有し，ブリーフィング時の運

用への展開を行う。 

 

 

②ＥＲＣプラント班の求める情報（ニーズ）の把握【本店：良好事例からの抽出】 

良好事例 背景 展開内容 

・本店ＥＲＣ対応班スピーカ

は，初発ＧＥとなったＧＥ２

５（全交流電源の１時間以上

喪失）について，ＧＥ２５該

当判断前にＥＲＣ側にリマイ

ンドし，影響説明を実施した

ことで，ＥＲＣプラント班の

求める情報（ニーズ）を提供

でき，円滑な情報共有に寄与

した。 

 

・本店ＥＲＣ対応班スピーカ

は，ＥＲＣプラント班の業務

に係る説明会に参加したこと

により，ＥＲＣプラント班の

求める情報を把握していた。 

 

 

・本店ＥＲＣ対応班員だけでな

く，発電所を含めた様々な要

員が，ＥＲＣプラント班の業

務に係る説明会への参加を検

討し，ＥＲＣプラント班の求

める情報（ニーズ）を理解す

る。 

 

以 上 
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防災訓練（要素訓練）の結果の概要 

 

１．訓練の目的 

原子力災害発生時における緊急時対応に係る技能の定着・向上を図るとともに，あらか

じめ定めた緊急時対応に係る各種機能が有効に機能することを確認するため，緊急時に備

えた各種対応に係る要素訓練を実施した。 

２．実施日及び対象施設 

（１）実施日 

２０２３年４月１日～２０２４年３月３１日 

（２）対象施設 

敦賀発電所 １号機及び２号機 

３．実施体制，評価体制及び参加人数 

（１）実施体制 

訓練ごとに実施責任者を設け，実施担当者が訓練を実施した。 

詳細は，「添付資料」のとおり。 

（２）評価体制 

定められた手順どおりに訓練が実施されたかを実施責任者が評価した。 

（３）参加人数 

「添付資料」のとおり。 

４．防災訓練のために想定した原子力災害の概要 

【発電所】 

（１）本部運営訓練 

地震による外部電源喪失や原子炉冷却材の漏えい等，原子力災害対策特別措置法

（以下，「原災法」という。）第１０条事象に至る事象等を想定 

（２）緊急時環境モニタリング訓練 

放射性物質の放出により，敷地内外の空間放射線量率または空気中の放射性物質濃

度が上昇した状態を想定 

（３）原子力災害医療訓練 

管理区域内（暗所）で負傷者が発生したことを想定 

（４）全交流電源喪失対応訓練 

全交流電源喪失及び使用済燃料プール除熱機能喪失事象が発生し，電源確保対応及

び水源確保対応が必要になったことを想定 

 

【本店】 

（５）その他必要と認められる訓練 

①原子力事業所災害対策支援拠点運営訓練 

原災法第１０条事象が発生し，原子力事業所災害対策支援拠点が選定されたこと

を想定 

別紙２ 
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②本部運営訓練 

発電所にて原災法第１０条事象が発生し，本店本部の設置が必要になったことを

想定 

５．防災訓練の項目 

要素訓練 

６．防災訓練の内容 

【発電所】 

（１）本部運営訓練 

（２）緊急時環境モニタリング訓練 

（３）原子力災害医療訓練 

（４）全交流電源喪失対応訓練 

 

【本店】 

（５）その他必要と認められる訓練 

①原子力事業所災害対策支援拠点運営訓練 

②本部運営訓練 

７．訓練結果の概要（「添付資料」参照） 

【発電所】 

（１）本部運営訓練 

地震による外部電源喪失や原子炉冷却材の漏えい等，原災法第１０条事象に至る事

象等を想定し，各機能班の参集，事故収束戦略の立案及び本店本部とのプラント情報

等の共有を実施した。 

（２）緊急時環境モニタリング訓練 

放射性物質の放出により，敷地内外の空間放射線量率または空気中の放射性物質濃

度が上昇した状態を想定し，原子力防災要員による発電所敷地内及び敷地境界付近に

おけるモニタリングカーでの空間放射線量率，空気中ヨウ素濃度等の測定訓練を実施

した。 

（３）原子力災害医療訓練 

全交流電源喪失時での緊急作業下において，管理区域内で負傷者が発生したことを

想定し，暗所での負傷者搬出，汚染サーベイ及び応急処置等の対応を実施した。 

（４）全交流電源喪失対応訓練 

全交流電源喪失及び使用済燃料プール除熱機能喪失事象の発生により，電源確保対

応及び水源確保対応が必要になったことを想定し，原子力防災要員による各種対応資

機材の配置・操作等，手順の確認を実施した。 

Ⅱ型訓練（水源確保）として，発電所本部と現場との連携による可搬型設備（海水

利用型消防水利システム）での給水作業（送水口への接続は模擬）を実動で実施した。 
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  【本店】 

（５）その他必要と認められる訓練 

①原子力事業所災害対策支援拠点運営訓練 

発電所での原災法第１０条該当事象等の発生を想定し，原子力事業所災害対策支

援拠点の運営として，発電所情報の収集活動及び発電所支援活動を実施した。 

②本部運営訓練 

発電所での原災法第１０条該当事象等の発生を想定し，本店本部の設置運営とし

て，各機能班の参集から発電所支援活動の実施及び発電所情報の収集活動を実施し

た。 

８．訓練の評価 

要素訓練について，定められた手順どおりに訓練が実施されていることを確認した。 

訓練ごとの評価結果は，「添付資料」のとおり。 

９．今後の原子力災害対策に向けた改善点 

要素訓練で抽出された改善点及び今後に向けた改善点は，「添付資料」のとおり。 

10．添付資料 

   防災訓練（要素訓練）の概要 

 

以  上 
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１
１

回
，

参
加

人
数

：
延
べ

９
４

３
名

）
 

概
 

 
要
 

実
施

体
制
 

（
①

実
施

責
任

者
，

②
実

施
担

当
者
）
 

評
価
 

結
果
 

当
該

期
間

中
 

の
改

善
点
 

今
後

の
原

子
力

災
害

対
策
 

に
向

け
た

改
善

点
 

本
部

運
営

訓
練
 

①
安

全
・

防
災

室
安

全
・

防
災

グ
ル

ー

プ
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
 

②
原

子
力

防
災

要
員
 

良
 

事
象

の
長

期
化

に
伴

う
引

継
ぎ

に
関

し
て

，
各

機
能

班
が

作
成

し
た

要
員

状
況

表
を

基
に

「
長

期
化

対
応

に
係

る
体

制
名

簿
」

を
新

た
に

作
成

す
る

運
用

を
定

め
，

交
代

要
員

を
一

元
管

理
で

き
る

よ
う

改
善

し
た

。
 

今
後

も
継

続
し

て
訓

練
を

行
い

，
要

員
の

力
量

向
上

を
図

る
。
 

地
震

に
よ

る
外

部
電

源
喪

失
や

原
子

炉
冷

却
材

の
漏

え
い

等
，

原
災

法
第

１
０

条
事

象
に

至
る

事
象

等
を

想
定

し
，

各
機

能
班

の
参

集
，

事
故

収
束

戦
略

の
立

案
及

び
本

店
本

部
と

の
プ

ラ
ン

ト
情

報
等

の
共

有
を

実
施

し

た
。
 

 （
２

）
緊

急
時

環
境

モ
ニ

タ
リ

ン
グ
訓

練
（

実
施

回
数

：
１

回
（
１

１
／

６
）

，
参

加
人

数
：
２

０
名

）
 

概
 

 
要
 

実
施

体
制
 

（
①

実
施

責
任

者
，

②
実

施
担

当
者
）
 

評
価
 

結
果
 

当
該

期
間

中
 

の
改

善
点
 

今
後

の
原

子
力

災
害

対
策
 

に
向

け
た

改
善

点
 

緊
急

時
環

境
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
訓

練
 

①
安

全
管

理
室

放
射

線
・

化
学

管
理

グ

ル
ー

プ
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
 

②
原

子
力

防
災

要
員
 

良
 

特
に

な
し
 

今
後

も
継

続
し

て
訓

練
を

行

い
，

要
員

の
力

量
向

上
を

図

る
。
 

放
射

性
物

質
の

放
出

に
よ

り
，

敷
地

内
外

の
空

間
放

射
線

量
率

ま
た

は
空

気
中

の
放

射
性

物
質

濃
度

が
上

昇
し

た
状

態
を

想
定

し
，

原
子

力
防

災
要

員
に

よ
る

発
電

所
敷

地
内

及
び

敷
地

境
界

付
近

に
お

け
る

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

カ
ー

で
の

空
間

放
射

線
量

率
，

空
気

中
ヨ

ウ
素

濃
度

等
の

測
定

訓
練

を
実

施
し

た
。
 

 （
３

）
原

子
力

災
害

医
療

訓
練

（
実
施

回
数

：
２

回
（

１
／

３
１
，

２
／

２
）

，
参

加
人

数
：
延

べ
２

８
名

）
 

概
 

 
要
 

実
施

体
制
 

（
①

実
施

責
任

者
，

②
実

施
担

当
者
）
 

評
価
 

結
果
 

当
該

期
間

中
 

の
改

善
点
 

今
後

の
原

子
力

災
害

対
策
 

に
向

け
た

改
善

点
 

原
子

力
災

害
医

療
訓

練
 

①
総

務
室

総
務

グ
ル

ー
プ

マ
ネ

ー
ジ

ャ

ー
 

②
原

子
力

防
災

要
員
 

良
 

保
健

安
全

班
員

が
現

場
に

持
ち

込
む

医
療

資
機

材
バ

ッ
ク

内
の

ポ
ケ

ッ
ト

等
に

何
が

入
っ

て
い

る
か

表
示

を
行

い
，

明
確

化
し

た
。
 

今
後

も
継

続
し

て
訓

練
を

行

い
，

要
員

の
力

量
向

上
を

図

る
。
 

全
交

流
電

源
喪

失
時

で
の

緊
急

作
業

下
に

お
い

て
，

管
理

区
域

内
で

負
傷

者
が

発
生

し
た

こ
と

を
想

定
し

，
暗

所
で

の
負

傷
者

搬
出

，
汚

染
サ

ー
ベ

イ
及

び
応

急
処

置
等

の
対

応
を

実
施
し

た
。
 

 
 

添付資料 



 
防
災
訓
練
（
要
素
訓
練
）
の
概
要
 

5

（
４

）
全

交
流

電
源

喪
失

対
応

訓
練
（

実
施

回
数

：
６

０
回

，
参
加

人
数

：
延

べ
２

８
９

名
）
 

概
 

 
要
 

実
施

体
制
 

（
①

実
施

責
任

者
，

②
実

施
担

当
者
）
 

評
価
 

結
果
 

当
該

期
間

中
 

の
改

善
点
 

今
後

の
原

子
力

災
害

対
策
 

に
向

け
た

改
善

点
 

電
源

確
保

対
応

訓
練

（
実

施
回

数
：
１

４
回

，
参

加
人

数
：

延
べ
１

６
９

名
）
 

①
保

修
室

電
気

・
制

御
グ

ル
ー

プ
マ

ネ

ー
ジ

ャ
ー
 

②
電

源
確

保
要

員
 

良
 

特
に

な
し
 

今
後

も
継

続
し

て
訓

練
を

行

い
，

要
員

の
力

量
向

上
を

図

る
。
 

全
交

流
電

源
喪

失
を

想
定

し
た

緊
急

時
安

全
対

策
に

つ
い

て
，

原
子

力
防

災
要

員
に

よ
る

各
種

対
応

資
機

材
の

配
置
・

操
作

等
，

手
順

の
確

認
を
実

施
し

た
。
 

水
源

確
保

対
応

訓
練

（
実

施
回

数
：
４

６
回

，
参

加
人

数
：

延
べ
１

２
０

名
）
 

①
安

全
・

防
災

室
安

全
・

防
災

グ
ル

ー

プ
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
 

②
水

源
確

保
要

員
 

良
 

特
に

な
し
 

今
後

も
継

続
し

て
訓

練
を

行

い
，

要
員

の
力

量
向

上
を

図

る
。
 

・
全

交
流

電
源

喪
失

及
び

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

除
熱

機
能

喪
失

事
象

の
発

生
に

よ
り

，
水

源
確

保
対

応
が

必
要

に
な

っ
た

こ
と

を
想

定
し

，
原

子
力

防
災

要

員
に

よ
る

各
種

対
応

資
機

材
の

配
置

・
操

作
等

，
手

順
の

確
認

を
実

施
し

た
。
 

・
Ⅱ

型
訓

練
（

水
源

確
保

）
と

し
て

，
発

電
所

本
部

と
現

場
と

の
連

携
に

よ
る

可
搬

型
設

備
（

海
水

利
用

型
消

防
水

利
シ

ス
テ

ム
）

で
の

給
水

作
業

（
送

水

口
へ

の
接

続
は

模
擬

）
を

実
動

で
実
施

し
た

。
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防
災
訓
練
（
要
素
訓
練
）
の
概
要
 

6

【
本

店
】
 

（
５

）
そ

の
他

必
要

と
認

め
ら

れ
る
訓

練
 

①
原

子
力

事
業

所
災

害
対

策
支

援
拠
点

運
営

訓
練

（
実

施
回

数
：
１

回
（

１
１

／
２

４
）

，
参
加

人
数

：
９

名
）
 

概
 

 
要
 

実
施

体
制
 

（
①

実
施

責
任

者
，

②
実

施
担

当
者
）
 

評
価
 

結
果
 

当
該

期
間

中
 

の
改

善
点
 

今
後

の
原

子
力

災
害

対
策
 

に
向

け
た

改
善

点
 

原
子

力
事

業
所

災
害

対
策

支
援

拠
点
運

営
訓

練
 

①
発

電
管

理
室

警
備

・
防

災
グ

ル
ー

プ

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー
 

②
本

店
各

室
員
 

良
 

特
に

な
し
 

今
後

も
継

続
し

て
訓

練
を

行
い

，
要

員
の

力
量

向
上

を
図

る
。
 

発
電

所
で

の
原

災
法

第
１

０
条

該
当
事

象
等

の
発

生
を

想
定

し
，
原

子
力

事
業

所
災

害
対

策
支

援
拠

点
の

運
営
と

し
て

，
発

電
所

情
報

の
収
集

活
動

及
び

発
電

所
支

援
活

動
を

実
施

し
た
。
 

②
本

部
運

営
訓

練
（

実
施

回
数

：
６
回

（
６

／
３

，
７

／
２

８
，
１

０
／

３
０

，
１

１
／

６
，
１

１
／

１
７

，
１

１
／

２
４
）

，
参

加
人

数
：

延
べ

３
８
１

名
）
 

概
 

 
要
 

実
施

体
制
 

（
①

実
施

責
任

者
，

②
実

施
担

当
者
）
 

評
価

結
果
 

当
該

期
間

中
 

の
改

善
点
 

今
後

の
原

子
力

災
害

対
策
 

に
向

け
た

改
善

点
 

本
部

運
営

訓
練
 

①
発

電
管

理
室

警
備

・
防

災
グ

ル
ー

プ

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー
 

②
本

店
総

合
災

害
対

策
本

部
員

 

良
 

共
有

資
料

の
充

実
化
 

（
Ｅ

Ａ
Ｌ

判
断

フ
ロ

ー
の

修

正
）
 

今
後

も
継

続
し

て
訓

練
を

行
い

，
要

員
の

力
量

向
上

を
図

る
。
 

発
電

所
で

の
原

災
法

第
１

０
条

該
当
事

象
等

の
発

生
を

想
定

し
，
本

店
本

部
の

設
置

運
営

と
し

て
，

各
機

能
班
の

参
集

か
ら

発
電

所
支

援
活
動

の
実

施
及

び
発

電
所

情
報

の
収

集
活

動
を
実

施
し

た
。
 

 
以

 
 
上
 

添付資料 


